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第一章　冷戦中の隣国へ嫁ぐことになりました












　ディランウッド国は周りがすべて海に囲まれた島国だ。海岸では白い砂浜と、そしてなだらかに連なる緑の丘が、ディランウッドを自然豊かな国だと印象づける。

　南の海の向こうには大陸がある。ディランウッドの民は、もとは大陸から船で渡ってきた人々だと云われている。

　周囲を海に囲まれた島国ゆえに大陸の国々に比べて閉鎖的で、国民もまた独立意識が強い。よそ者を寄せつけない気風があるのだと、女性家庭教師ガヴァネスから聞いたことがある。

（そういうところは『前』と同じね）

　アンジュリーナ・バセットは窓辺から海を眺め、小さく息をついた。

　ドレッサーの前にある四角い椅子に座り、おそるおそる顔を上げる。そこに映る人の顔は、すべてが黄金比で成り立っているがごとく完璧に整っていた。

（この顔は『前』とは……全然、違う）

　アンジュリーナには前世の記憶がある。日本という島国に生まれ、三十歳を前に死した。

　幼い時分、この記憶はすべて夢の出来事――妄想なのだと思っていた。しかし、年齢を重ねるにつれ前世の記憶はどんどん鮮明になっていった。いまでは、日本に生まれ育った自分がどのように最期を迎えたのかということまではっきりと思い起こせる。

（あまり思いだしたくないけれど）

　大きなトラックが眼前に迫り、激しい痛みに襲われた。その後のことは一切、思いだせないから、そこでこと切れたのだろう。

　アンジュリーナはぶんぶんと首を横に振って立ち上がり、ふたたび窓辺に立った。

　よく晴れた日には、南海の向こうに横たわる大陸を目にすることができる。

　南の海には名称が二通りある。ディランウッドの人々はこの海を自分たちの国名に倣ってディラン海峡と呼ぶ。いっぽうで、大陸の最たる国――ハードフィルトでは、フィルト海峡と呼ばれているらしい。

　海の名称が統一されていないのは、ディランウッドとハードフィルトが古くから海域争いをして不仲なせいだ。両国は言わば『冷戦中』なのである。

　コン、コンという控えめなノック音が聞こえた。「はい」と返事をすればすぐに扉が開き、馴染みのメイド――ドロシーが部屋の中に入ってくる。

「アンジュリーナ様、そろそろお支度のお時間です」

「ええ」

　前世の記憶が鮮明になるにつれ、今世の生活での違和感が膨らんでいく。前世ではインテリアコーディネーターとして会社勤めをしていた。それなのにいまは、由緒正しき王族繋がりのバセット公爵令嬢アンジュリーナとして日夜、社交の場に顔を出すという――なんとも優雅な生活を送っている。

（贅沢だけれど、退屈といえば……まあ、そうだわ）

　仕事に対するやりがい、というようなものが一切ない。社交界を上手く渡るため、世情や情報収集に勤しんではいるが、目に見えてなにか成果が出るわけではないのだ。

　アンジュリーナはドロシーをはじめ複数のメイドにドレスやメイクを施されながら、ぼんやりとそんなことを考えていた。

　そうしているあいだにドレスアップが完了する。

「お嬢様、鏡をご覧ください」

　白髪交じりのメイドに言われ、壁に造りつけられた大鏡に視線を移す。

　よくできすぎた肖像画のごとく、一分の隙もない『アンジュリーナ・バセット』がそこにいた。金の髪は毛先まで一本一本に艶があり、碧い瞳は宝石のように美しい。

　アンジュリーナはわずかに眉を顰める。

（今世いまも前世むかしも鏡を見るのは嫌い）

　昔の顔が蘇り、今の『アンジュリーナ』に重なる。前世の自分はひどく醜かった。何時間もかけて化粧をすれば少しはマシになったがそれでも『ブス』の域を出なかった。以前の顔をはっきりと覚えているからこそ、いまの自分が信じられない。この顔で十八年、生きてきたというのにいまだに受け入れられない。今世の自分は自分ではないような気がしてしまうのだ。

（日本人とかけ離れているのもきっと、原因だわ）

　フランス人形が映り込んでいるような錯覚に陥ったアンジュリーナは、鏡からパッと目を逸らした。

「きれいにしてくれて、ありがとう」

　そう言うと、白髪交じりのメイドは満面の笑みになって部屋を出ていった。

「アンジュリーナ様はどうして、鏡を見るといつも浮かない顔をなさるのですか？」

　部屋の中にひとり残っていたドロシーに尋ねられた。

「私、そんなに浮かない顔をしている？」

「はい、それはもう。この世の終わりがごとく」

「ええっ!?」

「ごめんなさい、さすがにそれは言いすぎました」

　ドロシーは片目を瞑って、いたずらっぽくウィンクする。アンジュリーナは「ふふっ」と声を出して笑った。

　ドロシーとは十年来の仲だが、前世のことは話していない。肉親にも、だれひとりとして知る者はいない。

『私には前世の記憶がある、日本人の生まれ変わりだ』などと吹聴して、変人扱いされるのが嫌だからだ。

　気味が悪い、気持ち悪い――そんな言葉は、前世で聞き飽きた。

「ではそろそろホールへ行きましょうか」

　ドロシーの声かけで部屋を出るとすぐ、いちばん歳の近い兄に出くわした。今宵、バセット公爵邸のホールで催される夜会のエスコート役だ。

「準備は整っているね」

「はい」

　実の兄ながら、交わす言葉といえばこれくらい。互いに多くは――必要以上は、語らない。

　今代のバセット公爵は現ディランウッド国王の従弟だ。そのため、夜会が催されるとなれば王族をはじめ、社交界に身を置く貴族が金銀を着飾り、こぞって出席する。

　広大なバセット公爵邸のダンスホールはすでに多くの貴族たちで埋め尽くされていた。

　エスコート役の兄とは、ダンスホールに入るとすぐに別れる。兄はいつも瞬く間に貴族令嬢に囲まれる。

　そしてアンジュリーナもまた、兄と同様、姿を現すなり複数の貴族男性に囲まれるのである。

「やぁ、アンジュリーナ。きみはいつ見ても素敵だ」

「美しいアンジュリーナ。今夜こそ僕と踊ってほしい」

　アンジュリーナは笑顔を貼りつけて「ありがとうございます」と礼を述べる。

（褒められるのは、見た目ばかり）

　前世のように、貶されるよりはいい。恵まれている。

　だが、虚しい。

　近寄ってくる男性たちが皆、上辺ばかりを見ていると感じてしまう。

　これも、贅沢な悩みのひとつである。










　翌日、アンジュリーナは珍しく父親の執務室に呼びだされた。

　父親のバセット公爵とは仲がよくない――というより、父や兄を含めこのバセット公爵家の肉親全員と、そもそも接する機会が少ないので、どういう人物なのかよくわからない。

　ドロシーが執務室の扉をノックするとすぐに、中から「入れ」と声が返ってきた。ドロシーは小さな声で「いってらっしゃいませ」と送りだしてくれる。

「失礼します」

　ひとりで部屋に入り、レディのお辞儀をして、執務机の向こう側にいる父親の前まで歩いた。この部屋に呼びだされて、のんびりお茶を飲んだ試しがないので、今回もそうだろう。部屋に給仕のメイドがいないのがその証拠だ。

「ハードフィルトへ嫁げ」

　父親の唐突な言葉に、アンジュリーナは碧い目を見開いたあと何度も瞬きをした。

（ハードフィルトに、嫁ぐ……？）

　南の海の向こうにあり、ディランウッド国とは冷戦中のハードフィルト国王には正妃だけではなく側室もいる。まさか、その側室のひとりになれということだろうか。

「ハードフィルトの王太子だ。年齢は二十五。現状では王太子の妃はひとりもいない」

　それを聞いて幾分か安心したものの、世間話もなくそんなことを告げられて、「はい、わかりました」と答える人がいるだろうか。

「承知いたしました」

　ここにいた。

（だって、バセット公爵は私に『相談』したわけじゃないから）

　これは、どう考えても決定事項だ。

「いやだ」と騒いだところできっと無駄なのだ。結婚の話はもうだいぶん進んでいるに違いない。

「三日後にハードフィルトへ発て」

　ほらやっぱり。

　もう出立の日取りまで決まっている。

（それにしても三日後だなんて、唐突ね！）

　心の中で悪態をつき、アンジュリーナはふたたびレディのお辞儀をしてバセット公爵の執務室を出た。

　ドロシーは執務室からは少し離れた、廊下の角にいた。

「お早かったですね」

　アンジュリーナは「ええ」と答えながら頷く。いますぐにでも「聞いて！」と大声で言いたいところだが、廊下で、しかも歩きながらする話ではないので、私室に着くまで我慢する。

（バセット公爵は国政に参画しているから……私を嫁がせることで、ハードフィルト国と友好関係を築く礎にしたいのだわ）

　父親は以前から『ハードフィルトと友好関係を結ぶべきだ、そのほうが国の利益になる』と言っていたと聞く。これは父親から直接聞いたのではなく、社交界での噂話だったが、どうやら真実のようだ。

（父親、か……）

　ふと前世の父親のことを思いだした。父は口数が少なく、なにを考えているのかわからなかった。

　前世の母親には「醜く産んでごめんね」といつも謝られていた。だが、その言葉を聞くたび「自分は醜い」と痛感してよけいに気落ちした。

　今世はせっかく美貌に恵まれたのだから楽しもうと思う気持ちはあるものの、前世の性格を引きずっているせいかどうも前向きになれない。

　どうせ私なんて、と思いがちだ――。

　私室に着くなりアンジュリーナはドロシーに、執務室でバセット公爵に言われたことを話した。

「ご結婚!?　それも、三日後に出立ですか!?」

　ドロシーは「ずいぶんと急なお話ですね」と付け足し、思案顔になる。

「ねえ、この結婚についてドロシーはどう思う？」

「どう、と申しますと？」

「いい話か、悪い話かってこと」

　思案顔になっていたドロシーは顎に手を当てたまま言う。

「それは、いいお話だと思います」

「どうして？」

「正直に申し上げますと、この公爵邸はアンジュリーナ様にとって居心地のいい場所ではありませんよね。どこぞの好色ジジイと結婚させられるより、だいぶんよろしいかと」

「こ、好色ジジイ……」

　口の端を引きつらせるアンジュリーナを見てドロシーは悪びれたようすもなく「言葉が過ぎました」と謝った。

「ただ……その、隣国ハードフィルトの王子は『不能』だと聞いたことがあります」

　その一言で、アンジュリーナはとたんに表情を晴らせた。

「願ってもないわ！」

　胸の前に両手を組み合わせ、神に感謝する。

「形ばかりの結婚ということよね。もとより私もそれを望んでいたもの」

　前世はもちろんのこといまでも『そういう』経験はゼロだ。別段、したいとも思わない。

「そうですか。でしたらやはり、これは『いい話』ですね」

　アンジュリーナは満面の笑みで何度も首を縦に振った。

　そうして気がつく。いま目の前にいるメイドは、どうなるのだろうと。

「ドロシーは……ええと……どうするの？」

　おずおずと尋ねた。

「アンジュリーナ様がお望みなら、どこまでもご一緒させていただきます」

「ついてきてくれるの!?」

　今度はドロシーが、満面の笑みで頷いた。

「ありがとう、ドロシー！」

　ふたつしか年の違わない、姉のような存在のメイドが嫁ぎ先についてきてくれるのだ。心強いといったらない。

　それから三日間、アンジュリーナとドロシー、そしてバセット公爵邸のメイドや家令たちは輿入れの準備に追われた。










　荷馬車に嫁入り道具を載せ、アンジュリーナの乗る四頭立ての馬車を先頭にして港へ向かう。ドロシーには御者の隣ではなく車内に乗ってほしいと頼んだが「私は使用人ですから」と言って断られ、アンジュリーナはひとり寂しく馬車に揺られていた。

（もう、この国に来ることはないのかしら）

　丘を下り、海が間近に迫ると急に郷愁に駆られた。

　アンジュリーナは公爵邸の外にはほとんど出たことがなかった。いまさらながら、この国をもっと旅しておけばよかったなどという気持ちが湧き起こる。あとの祭りだ。

　南の海に接するこの港は、ディランウッド国の中では整備されている部類だ。

　ディランウッドの公用船に荷馬車の嫁入り道具を載せようとしているときだった。

　大きな汽笛が聞こえた。驚いて振り返れば、白い蒸気とともに煌びやかな客船が近づいてくるではないか。

「大きな船……！」

　驚嘆すると、すぐにドロシーが「本当に」と相槌を打った。

　船はアンジュリーナが乗り込もうとしている公用船のそばに停泊する。蒸気客船の中から、慌てたようすで白い服の船員が降りてきた。

「こちらはバセット公爵様の馬車でしょうか」

　船員の問いには公爵家の家令が答える。

「そうですが、なにかご用ですか？」

「はい。私はハードフィルト国王太子、エヴァン殿下の使いの者です。バセット公爵ご令嬢アンジュリーナ様のお迎えに参りました」

「それは――ありがとうございます」

　家令は落ち着いた声音で答えたが、内心はうろたえているに違いない。

（ハードフィルトからの迎えは来ないと聞いていたのに）

　バセット公爵家の使用人たちが戸惑っていることに気がついたらしく、白い服の船員が説明する。

「この船はエヴァン殿下の私的なものです。ハードフィルト国からの通達が間に合わず、驚かせてしまい申し訳ございません」

　そうしてあらためて船を見上げる。大きな二本の煙突からは灰色の煙が立ち上っていた。船の外装には楔模様の金銀装飾が施され、中央にはハードフィルト国の紋章が大きく彫り込まれている。

　これはどこからどう見ても、正真正銘『ハードフィルト国王太子の船』だ。

「どうぞ、ご乗船ください」

　船員が言うと、バセット公爵家の使用人たちは口々に「素晴らしい船だ」と褒めそやした。

　浮かれたのは使用人たちだけではない。アンジュリーナは船内をよく見てみたいと思った。

（客室はどんなふうになっているのかしら）

　前世の職業柄、船室の内装にはとても興味がある。バセット公爵邸のインテリアはとうの昔に吟味し尽くしていたので、久方ぶりにわくわく、うずうずしている。

　タラップを通り、船に乗り込む。これほど心が躍るのは、今生では初めてかもしれない。

　この船に乗って異国へ嫁ぐのだということをすっかり忘れて、アンジュリーナは通された賓客室を見まわして「素敵！」と感嘆した。

　部屋にはベッドやソファ、テーブルといったものが一通り揃っていた。どのインテリアも精緻な掘り込みが施されたアンティーク品だ。

　船の中だというのに、公爵邸の客室と同じくらい広く、落ち着いた風合いの紅いカーペットが敷き詰められている。十二分に寛ぐことのできる極上の空間だ。

　アンジュリーナはソファに座り、船のメイドから紅茶の給仕を受ける。

　ディランウッド国のものとは異なる茶葉のようだったが、癖がなく香りは芳醇で、口当たりがよかった。

　紅茶を飲み終わると、アンジュリーナは落ち着いていられなくなる。

（ほかの部屋も見てみたい……！）

　願わくばすべての船室をじっくりと見てまわりたい。

　アンジュリーナは「紅茶のお代わりは結構」と前置きしてソファから立ち上がり、窓際へ行った。

　窓からは海と、それから展望室らしきものが垣間見えた。

　アンジュリーナはいよいよ、いてもたってもいられなくなる。

「あの、ほかの部屋を見せていただいても？」

　壁際にいた白い服の船員に言うと、「お気の向かれるままどうぞ」と快い言葉が返ってくる。

「ここから見えるあの部屋に、行ってみたいのだけれど」

　窓の外を指さす。

「展望室ですね。ご案内いたします」

　船員の先導で賓客室を出て廊下を抜け、甲板に出る。展望室へ行くには甲板を通らなければならないようだ。

　急に明るい場所に出たからか、少しだけ目がくらんだ。

　ところが、細めた目を大きく見開かずにはいられなくなった。

　さざなみの音に衣擦れ音が混じる。強烈な海風が、その人の漆黒の髪を揺らしていた。陽光に透けるような榛色の双眸は驚きに見開かれている。彫りの深い整った顔立ちが一瞬で脳裏に焼きつく。

　男性は上半身が裸だった。右肩にはドレスシャツを引っ掛けている。服の端を手でつまんでいるだけだから、ドレスシャツは海風でバサバサと音を立ててはためく。

　アンジュリーナはつい、隆々とした裸体に魅入ってしまう。美術品のごとく鍛え上げられた上半身から、目が離せなくなる。

　いっぽうで男性はアンジュリーナを凝視していた。惚けた顔でアンジュリーナを見つめる。

「きみは――レディ・バセット？」

　発せられた声は低く、それでいて耳に心地よいものだから、聞きほれる。コクコクと頷いたあとで「アンジュリーナです」と名乗った。

「エヴァン・ハードフィルトだ。……こんな恰好で、すまない。汗をかいたから、海風で涼んでいた。きみと会う前に着替えようとは思っていたんだが」

　額に汗を煌かせて、エヴァンが苦笑する。

（この人が……）

　冷戦中の隣国ハードフィルトの王太子で――結婚相手。

「～～っ!!」

　船室のインテリアを拝んで浮かれていたアンジュリーナだが、一気に現実に引き戻された。

　まさか王太子が乗っているとは知らず、しかも彼の裸体をまじまじと見つめてしまっていたことが、いまさらながら恥ずかしくなる。

「わ、私こそ、申し訳ございません。その……展望室が見たい、とわがままを申しまして」

　だから決して、あなたの裸体を拝みにきたのではありませんと口から出そうになったが、さすがにそこまで言いわけするのはどうかと思って閉口した。

「ああ、もちろんかまわない。ゆっくり見るといい。あとで俺も展望室へ行こう」

　エヴァンが悠然と言った。アンジュリーナは小さな声で「ありがとうございます」と返す。それから、王太子のうしろ姿を横目で見送った。

　先ほどから、心臓がバクバクと大きな音を立てて、いっこうに落ち着かない。いったいどうしてしまったのだろう。

　アンジュリーナは胸元を押さえて俯く。

（あらっ……でもたしか、ドロシーが『ハードフィルトの王太子は不能』って……）

　バッと勢いよく顔を上げて、いましがた王太子が歩いていったほうを振り返る。彼の背はもう見えなくなっていた。

（あの王太子殿下が、『不能』なの!?）

　そばにいたドロシーと顔を見合わせる。アンジュリーナの言いたいことがわかったのか、ドロシーは首を傾げて苦笑した。

「参りましょう」

　案内役の船員が言うので「ええ」と答えて斜め後ろをついていく。

　頭の中はいまだに、王太子のことでいっぱいだ。

（なんだか……ちょっと、残念なような……）

　しかしすぐに、心の中で首を横にぶんぶんと振る。

（ううん、いいのよ！　これは形だけの結婚なのだからっ）

　気を取り直して、展望室へ向かってずんずん歩く。

　胸の高鳴りが、なかなか収まらなかった。

















第二章　王太子殿下との船旅は前途多難です












　ハードフィルト国の王太子エヴァンが所有するこの船の名はエスポワール号。船旅好きのエヴァンが私財で購入し、多忙な公務の合間に短期間の航行を楽しんでいるのだと、案内役の船員が話してくれた。

　アンジュリーナは展望室にいた。海色のカーペットの先には大きな窓が連なり、その前面には深みのある琥珀色のカウンターがある。背もたれのついた椅子が整然と並んでいる。椅子の座面はキャラメル色の皮張りだ。

（夜の海を眺めながらお酒を飲んだら、すごく気持ちよさそう）

　今世の自分は酒に弱いので顔がすぐに赤くなってしまっていけないが、前世ではひとりで朝まで飲み明かすことがしばしばあった。

　アンジュリーナは四角い椅子に座ったあと、「つまみにはチーズがいい」などと妄想していた。

「アンジュリーナ」

　突如、うしろから声をかけられ、落ち着きを取り戻していた心臓がふたたび大きくドクンッと鳴った。

「はいっ」と返事をしながら立ち上がり、振り返る。そうしてアンジュリーナはまたしても惚けることになる。

　落ち着いた風合いの藍色のジャケットだが、襟にあしらわれた金の縁取りが煌びやかさを足している。

　白いクラヴァットの留め具はダイヤモンド。彼が歩を進めるたび、天井から吊り下がるシャンデリアの光が眩く反射した。

「待たせたか？」

　先ほどはいささか野性的な印象を受けたが、正装しているいまは逆だ。悠然としていながらも柔らかな物腰は知的さに溢れている。

　どれくらいの時間、そうして見つめてしまっていたのか、エヴァンはほほえんだまま不思議そうに首を傾げている。

　しまった、ついまた見惚れてしまっていた。

「い、いいえ――あの……素敵な船ですね。お忙しい中、ディランウッドまでご足労いただき本当にありがとうございました」

　するとエヴァンはヘーゼルアイを見開き、驚いたような顔になった。

「アンジュリーナは謙虚だな」

　穏やかに目を細め、口の両端を上げる。優美なほほえみだ。

「間もなく出港する」

　エヴァンに誘いざなわれ、窓ガラスの前に立ち、港のほうを見る。バセット公爵家から荷運びをしてくれた使用人たちが皆、一様に手を振っていた。

　アンジュリーナは右手の袖を左手で押さえながら手を振り返す。エヴァンはというと、極上の微笑をたたえて大きく二、三度、手を振った。










　賓客室に戻り、ドロシーが淹れた紅茶を飲む。

　いまこの部屋にはアンジュリーナとドロシーのふたりだけしかいない。

「ねえ、ドロシー。本当にいいの？」

　唐突な質問だが、ドロシーが「なんのことですか」と尋ね返すことはない。

「んもう、アンジュリーナ様ったら。何度も申し上げているではありませんか。母国を離れても、私は平気です」

「そう……？」

　家族と離れ離れになってしまうのは、寂しいのではないか。アンジュリーナは何度もドロシーに確かめる。出航したばかりのいまならまだ、ディランウッドに引き返せる。

「そういうアンジュリーナ様は、平気なのですか？」

「私？」

　生まれ育った国を発ったわけだが、寂しいという思いはなかった。それどころか、気が高揚している。

（私にしては珍しく、前向きだわ）

　アンジュリーナは満面の笑みで言う。

「まったく寂しくないの。薄情よね」

　するとドロシーは「ふふっ、本当に」と冗談っぽく言って笑った。

（薄情だとは思う。けれど、わくわくしているのは事実だわ）

　まだ見ぬ国はどんなところだろう。城にはきっと貴重なインテリアがたくさんあるに違いない。

（この船のほかの部屋も、見てみたい）

　しかし、勝手に出歩いてもよいものだろうか。

「淑女らしくこの部屋で大人しくしておくべきだ」と、頭の中で白い服を着た自分が言う。いっぽうで、黒い服を着た自分が「この船にはもっと素敵な部屋があるに違いない」と囁く。

　アンジュリーナは葛藤する。大人しくしておくべきか、船内を見てまわるべきか。

　そんなとき、部屋の扉が外側からノックされた。

「はい、どうぞ」

　アンジュリーナが答えると扉が開き、「邪魔をする」と言いながらエヴァンが入ってくる。

「気分はどうだ？　船酔いしていないか？」

「お気遣いありがとうございます、平気です」

「それはよかった」

　ほほえんだまま、エヴァンはアンジュリーナのすぐ隣に腰を下ろした。

「……っ!?」

　アンジュリーナは前を向いたまま固まる。

（ちっ、近い……！）

　少しでも身じろぎすれば肩が当たってしまいそうな位置にエヴァンがいる。なぜそんなにも近くに座ったのだろう。三人掛けの広いソファなのだ。こんなにも詰めて座る必要はない。

　ドロシーはてきぱきとエヴァンのぶんの紅茶を淹れ、ローテーブルの上に出した。それから壁際に控えて黙り込むドロシーに、アンジュリーナは目線で助けを求める。

「きみ、下がっていい」

　ところがエヴァンがそんなことを言うので、ドロシーは部屋から出ていかねばならなくなる。笑いたいのを必死に堪えているような顔をしてドロシーは部屋を出た。

（ふたりきりだわ――）

　ドロシーがいなくなったとたん、急に心細くなった。いったいなにを話せばよいのだろう。

　アンジュリーナが懸命に話題を模索しているあいだ、エヴァンはティーカップを手に取り中の紅茶を一口だけ啜った。

「急に結婚の話が決まって……驚いただろう？」

「……そう、ですね」

「もし、きみが俺のことを嫌だと思うなら、断ってもいいんだ」

　彼のほうをちらりと見たあと、パチパチと目を瞬かせる。

（遠回しに縁談を断るよう言われている？）

　もしそうなら、早めに確かめておいたほうがいい。アンジュリーナが口を開きかけると、

「ああ、思い違いのないように言っておくが――俺はきみとの結婚を白紙にしたいわけではない」

　エヴァンに断言され、半端に開けた口は閉じるしかなかった。

　もともと落ち着きのなかった心臓が、バクバクといっそう忙しなく脈打ちはじめる。

　それもこれも、エヴァンに真正面からジイッと見つめられているせいだ。

　彼の瞳はよく見ると、薄茶色を基調に黄色や緑、青が少しずつ混ざっている。まるでこの世界の山海を映したような、色鮮やかな瞳だ。

（政略結婚だけれど、王太子殿下は私のことをきちんと考えてくださっているみたい……）

　それにしても、至上の瞳でずっと見つめられるのはいたたまれない。手に妙な汗をかいてしまう。心なしか、顔の距離が近づいてきているような気がする。

「あっ、あの――船の中を見せていただいてもよろしいですか？」

　どきどきと胸を高鳴らせながら、やっとの思いで言った。公の場で長々と口上を述べたわけではないのにどうしてこう、緊張するのだろう。

「ああ、もちろん。案内しよう」

　エヴァンは嬉しそうに笑い、ソファから立ち上がる。

（案内はいらないのだけれど！）

　顔を引きつらせても、エヴァンはアンジュリーナの心の内など知る由もなく笑顔をたたえたまま先を行く。

（ひとりで好きなように見てまわりたいのに……）

　しかし、そうとは言えない。親しい間柄ならともかく、会ったばかりなのだ。距離感をはかりかねる。

「さ、行こう」

　そうして手を差しだされ、ますます戸惑う。

（えっ、えぇっ……!?　どうしましょう）

　異性と手を繋ぐことに慣れているはずもなく、差しだされたからといってすぐにその手を取ることはできない。ためらってしまう。

　アンジュリーナがもたついても、エヴァンは急かしたり怒ったりしなかった。ほほえんだまま首を傾げ、悠然と手を差し伸べ続ける。

　ここで手を取らなかったら失礼になる、というようなことは気にならなかった。だから、彼の手に手を重ねたのは自らの意思だ。

　アンジュリーナがおずおずとエヴァンの手を取ると、彼は安心したように破顔した。その、少年じみた笑顔に胸がドクッと大きく音を立てる。

（なんだか、かわいい）

　エヴァンは二十五歳という年齢よりも、笑うと少し幼く見える。前世の自分が、彼の年齢よりも上だったせいもあるかもしれない。

（……ん？）

　部屋を出て少し歩いてから気がつく。アンジュリーナはエヴァンの手のひらに指先を載せただけだったのだが、いつの間にかしっかりと繋ぎ合わされていた。そのまま、船内を散策することになる。

（手を繋いで歩く、なんて）

　前世でも今世でもほとんど経験がないので不慣れなのに加えて、彼の手の温もりがまざまざと伝わってきて、いたたまれない。

　両手と両足が同時に前へ出る勢いでアンジュリーナは船内を歩く。初めに応接室、それから食堂、談話室を見てまわった。

　そのあいだずっと、すれ違う船員たちからは好奇の目を向けられた。

（もしかして……船員に、仲のよいところをアピールしたいのかしら？）

　バセット公爵と同じように、エヴァンにとってもなにかしらの利があってこの結婚に至ったに違いない。これは、その上での『演出』かもしれない。

　ひねくれた考え方だが、それならば納得がいく。そうでなければ、会ったばかりの――しかも冷戦中の敵国の婚約者と、手を繋ごうなどと思わないだろう。

　船内のあらゆる部屋を見てまわったあと、立ち寄ったのは簡素な船室だった。五、六歩進めば壁に当たるであろう小部屋で、家具は最低限のものしかない。

　だれの部屋だろう、と疑問に思った矢先、「俺はここを居室にしている」とエヴァンに説明され、つい「えっ!?」と頓狂な声を上げてしまう。船長室や船員の部屋のほうが、内装が豊かだった。

　エヴァンは苦笑する。

「王太子の居室、ではない――という意味の驚嘆か？」

「あ、いえ……その……」

「いや、そうだよな。だがたまにはこういう部屋で寝起きするのもよいものだ」

　ニッと笑ってそんなことを言われれば、親しみが増す。前世では庶民だったアンジュリーナにはなおさらそうだ。

「きみの部屋に戻ろうか」

「はい」

　どんどんイメージが変わっていく。冷戦中の王太子という人が、身近になっていく。

　あてがわれている部屋に着き、あらためてその絢爛豪華さを目にしてアンジュリーナは「あっ」と叫ぶ。

「ここは、本当は王太子殿下のお部屋では――？」

　ところがエヴァンは笑うばかりでなにも答えてくれない。

（王太子殿下はきっと、ご自分の居室を私に譲ってくださったのだわ）

　船長室や船員の部屋は据え置いたまま、アンジュリーナに居室を譲り、自分は小さな部屋で寝起きしているのだ。

　エヴァンは薄く笑んだまま懐から懐中時計を出して時間を確かめる。

「そろそろ食事の時間だな。俺も――きみと一緒にここで食事をしても？」

　王太子の居室を横取りしているのだ。否とは言えない。アンジュリーナは「もちろん、どうぞ」と言いながら頷いた。

　エヴァンがまた笑う。嬉しそうだ。

　円卓を挟んで着席する。エヴァンは向かい側にいる。間もなくして料理が運ばれてくる。円卓は瞬く間に食器やカトラリーでいっぱいになった。

　前菜は、見たことのない色鮮やかな葉物だった。シャキシャキとして口触りがよい。

　スープはかぼちゃをベースにしたものと思われる。まろやかだ。

　次に運ばれてきたのは白身魚のクリームソテーで、クリームの濃厚な香りが漂ってくる。

「ハードフィルトの料理が口に合うといいんだが」

　うかがうような声が円卓の向こうから聞こえてきた。アンジュリーナは口の端を上げることでその言葉に応え、白身魚のソテーを口に含む。

（高級フランス料理店の味だわ！）

　アンジュリーナは頬に手を当て、満面の笑みになる。

「口に合ったようだな？」

　美貌の王太子に、ニヤニヤとした面持ちで顔を覗き込まれ、魚の味がわからなくなった。

（しっ、心臓に悪い……！）

　悪気はないのだろうが、急にそういうことをするのはやめてほしい。心臓が、落ち着く暇いとまがない。

　アンジュリーナはなにを言うでもなくパクパクと料理を食べ進め、無意味に「コホン」と咳払いした。

「ディランウッドはどういう国だ？」

　デザートを食べ終わったエヴァンがにこやかな笑みを携えて尋ねてきた。

　アンジュリーナは三度ほど瞬きをする。

　どういう国かと尋ねられても、自分が知っているのはメイドから伝え聞いたことと、それから前世の母国と似ている、ということだけだ。

　アンジュリーナはしばし逡巡したあとで答える。

「自然が豊かで……いささか閉鎖的かと」

「なんだ、きみの国だというのに否定的だな」

「その……じつは、あまり公爵邸の外には出たことがなかったもので、故国とはいえよくわからないのです」

「そうなのか――」

　ふむ、という具合にエヴァンは顎を押さえ、アンジュリーナを見つめる。

（もう、まただわ）

　真っすぐに瞳を見つめられるのは堪える。昔からそうだ。自分の『醜さ』を咎められているような気持ちになるのだ。

　いまだって、見た目は違っていても本質的なところは以前となにも変わっていないような気がして、見つめ返すことができない。

　アンジュリーナは目を伏せる。それから、ドロシーがすまし顔で淹れた香り立つ紅茶を一口だけ啜った。










　陽が水平線上に沈みきると、船員たちは甲板で酒を呷り、宴を楽しむ。それが、この船『エスポワール号』の習わしらしい。

　無数の星が瞬く夜空の下、船員たちは海を眺めながら酒を飲み談笑していた。甲板の片隅では船員のひとりがヴァイオリンを奏でている。夜の海を物語るようなバラードだ。

　エヴァンと船員が楽しそうに会話しているのを、アンジュリーナとドロシーは少し離れた場所から見る。

「気さくな方ですよね。威張ったところがなくて」

　ドロシーが小さな声で言った。

「そうね。でも、王族らしくないっていうわけじゃないから……不思議」

　エヴァンの視線がこちらを向いていないのをいいことに、彼を観察する。立ち居振る舞いは常に堂々としていて、かといって嫌味なところはない。船員たちは、エヴァンに気兼ねはしていないようだが敬意の念があるのはうかがえる。そういう接し方だ。

　船員たちと話すエヴァンを見ていると、彼の人望が厚いことがわかる。船員たちは権力者に傅きひれ伏すのではなく、酒を勧めたり勧められたりして、冗談を言いながらもエヴァンの言葉に耳を傾け、熱心に聞き入っている。

　不意にエヴァンと目が合った。アンジュリーナの視線に気がついたらしいエヴァンが近づいてくる。

　とたんにアンジュリーナの胸は早鐘を打つ。

「俺と踊ってくださいますか」

　いやに慇懃無礼にそう言って、手を差しだされた。昼間も同じように右手を向けられたからか、抵抗感はなくすんなりと彼の手を取ることができる。

　アンジュリーナとエヴァンが手を取り合うと、ヴァイオリンの奏者は曲をあらためた。軽快なワルツに誘われて、ごく自然にステップを踏みはじめる。

　手を繋ぐのまではよかった。しかし、腰を抱かれるとなるとまた別だ。彼の顔が間近に迫ると、言いようのない焦りと緊張と、それからおかしな浮遊感に包まれた。初めての感覚だった。

　いっぽうエヴァンは楽しそうに、いたずらっぽくアンジュリーナをリードする。

「え、えっ……!?」

　彼の手に促され、その場でくるくると何度も回転させられる。エヴァンのほうを見上げれば、夜空の星が流れているように見えた。

（きれい――）

　星の軌跡は、いままでに見たどんな豪華なシャンデリアよりも美しかった。

　夜の海に響くヴァイオリンと、さざなみの音が耳に心地よい。

　アンジュリーナの世界は星の瞬きさながらに眩く美しく変わっていく。

　ワルツが終わる。アンジュリーナは腰を抱かれたままエヴァンと向かい合う。

　もっと踊りたいと思ったのは初めてだ。夜会ではいつも、早く踊り終わりたくて仕方がなかった。

　彼のなにが、そう思わせるのだろう。少年じみた満面の笑みから、目が離せなくなる。










「湯浴みを手伝おう」

　甲板から、あてがわれている部屋へ移動したアンジュリーナは、エヴァンの提案に耳を疑った。

　そんな提案に二つ返事ができるはずもなく、アンジュリーナは顔を引きつらせる。

（もしかして、酔っていらっしゃる？）

　先ほど彼は甲板で酒を飲んでいた。それもかなりの量を。

「ご――ご冗談を」

　ぎこちない笑みを返す。するとエヴァンはアンジュリーナの手を取って言う。

「きみはこの船の賓客だ。誠心誠意もてなしたい」

　ごく真剣な表情で発せられた言葉だ。嘘や冗談には聞こえない。

「片時も離れず、一緒にいたいんだ」

　両手をぎゅうっと包み込まれる。そこを中心に、全身の熱が上がっていくようだった。

（だれにでもこういうことをおっしゃるのかしら!?）

　もしそうだとしたらショックだ。そして、そのことにショックを受けているのを自覚してまた気落ちする。

（政略結婚なのだからって、最初から諦めていたはずなのに）

　端はなから諦めていれば、傷つかずに済む。『期待しないこと』は、自分自身を守るための――前世から続く――悪い癖だ。

「アンジュリーナ」

　いっそう強く手を握り込まれる。

　話の途中だったことを思いだし、アンジュリーナは焦る。

「いいえ、本当にけっこうですから」

　語調を強くして言った。そうしなければ流されてしまいそうだと思った。

「そうか……わかった」

　エヴァンはさも残念そうに首こうべを垂れる。

「では、またあとで」

　そうして、消沈したまま部屋を出ていった。入れ違いで、ドロシーがやってくる。

「ふふっ……王太子殿下とご一緒されればよかったのに」

　どうやら部屋の外にも会話が聞こえていたらしい。

「冗談じゃない！　絶対に無理よ」

「そうですか～？」

「もうっ、からかわないでちょうだい」

　ニヤニヤとした面持ちのドロシーを視線で咎めたあと、アンジュリーナは続き間の浴室で湯浴みをした。

　湯浴みを終えて間もなくすると、部屋の扉がノックされ、寝衣にガウンを羽織っただけのエヴァンが顔を出す。

「俺も、ここで眠りたいんだが……いいか？」

　心配そうな表情でうかがいを立てられた。ここは、もとはエヴァンの部屋だ。アンジュリーナが「どうぞ」と返事をすると、ドロシーは頭を下げて部屋から出ていった。

（王太子殿下は『不能』なんだから……なにもないわよね？）

　ドロシーは行ってしまったが、すぐ隣の部屋で休むに違いない。大きな声で呼べばきっと、駆けつけてくれる。

（それに、ベッドはふたつあるのだし）

　アンジュリーナは心の中で「うん、うん」と二回頷いてベッドに潜り込んだ。「おやすみなさい」を言おうとエヴァンのほうを向く。

　しかし、就寝の挨拶はできずじまいになる。

　さも当然と言わんばかりに、エヴァンが同じベッドに上がり込んできた。アンジュリーナはベッドに仰向けになったまま、動けなくなる。

　同じベッドで寝るにしても、広いのだから端と端にいればよいものを、エヴァンは隙間なく距離を詰めてくる。

　少しでも横を向けばぶつかってしまいそうな位置にエヴァンの顔がある。

（ここで眠る――って、同じベッドで眠るってことだったの!?）

　よく確かめもせず「どうぞ」と言ってしまったことを後悔した。

　石のごとく身動きの取れなくなったアンジュリーナの金髪を、エヴァンはそっと指で梳く。

「きみは奥ゆかしいな。これだけの美貌を持ちながら、驕ったところがひとつもない」

　耳のすぐそばで掠れ声を紡がれる。脇腹のあたりがぞくぞくっと震えた。

（お、奥ゆかしさは元日本人の美点――ってね）

　こういうとき冷静さを欠いてはいけない。アンジュリーナは必死に自分にそう言い聞かせて苦笑した。

「きみのことを……もっと、知りたい」

　心なしか先ほどよりももっと、彼との距離が近くなった気がする。

　顔を寄せられている。吐息を感じる。

　目線だけを彼のほうに向ける。そこには恍惚とした表情のエヴァンがいた。髪の一房を手に取られ、キスを落とされる。

　そうなればもう、冷静ではいられない。心臓が、脳天に響くほどドッドッドッと高鳴る。

　そっと抱きしめられた。

　太ももに、なにか硬いものが当たっている。アンジュリーナは一気に青ざめる。

（不能じゃなくて可能じゃない!!）

　全身から妙な汗が噴きだす。白い天井を見つめたまま一切、動けなくなる。アンジュリーナはひどく動揺し、おおいに焦った。

「アンジュリーナ」

　甘い声で名を呼ばれ、ますます心臓が早鐘を打つものの、心の準備が整っているはずもなく、焦りばかりが募っていく。

　大きな手のひらで頬を覆われ、横を向かされる。強引な仕草ではない。ゆっくりと、彼と視線が絡む。ランプの薄明かりが揺らめいたのか、あるいはエヴァンの瞳が左右に動いたのかわからないが、美しい虹彩が光を伴って妖しく煌いた。

「――ふっ」

　アンジュリーナは続けて言う。

「船酔いしたかもしれません……！」

　エヴァンは大きく目を見開き、アンジュリーナの顔を凝視する。

「平気か？　ああ、それで顔色が――青くなったり赤くなったりしているのか」

　美しい顔を惜しげもなく歪ませてエヴァンは言葉を継ぐ。

「気づいてやれず、すまなかった」

　悲痛な面持ちでそう言われ、罪悪感が大波さながら押し寄せてくる。

「少し待っていてくれ、冷水を用意する」

　慌てたようすで部屋を出ていったエヴァンを見て、後ろめたい気持ちでいっぱいになったが、水の入ったボウルを持って戻ってきた彼に「嘘です、船酔いなんてしていません」とは言いだせなかった。

　エヴァンはボウルに張った水でタオルを濡らしてアンジュリーナの額にそっと載せた。そのあとはベッド端に腰掛けて、アンジュリーナのようすを観察する。

「ああ、そうだ」

　思いだしたようにエヴァンが言った。おもむろに手を取られる。

「こうして揉みほぐすと、船酔いが楽になると聞いたことがある」

　手のひらを親指の先でギュッ、ギュッと押される。ほどよい力加減だ。罪悪感がますます膨れ上がる。

「あの……ありがとうございます、王太子殿下」

「なんだ、その他人行儀な呼び方は」

　エヴァンは目を細め、首を傾げる。

「名で呼んでくれ」

　アンジュリーナは一度、口を開けたがためらって閉じた。そのあとで、小さな声で呼びかける。

「……エヴァン様？」

　ああ、まただ。また、少年のような笑顔を見せられ、胸の奥がキュッと締まる。

　エヴァンは嬉しそうに笑んだまま尋ねてくる。

「眠れそうか？」

「は、はい……」

　また嘘をついてしまった。エヴァンに手を握り込まれたままでは心臓の音がうるさくて、とても眠れそうにない。

　どきどきして落ち着かないのが大部分を占めているが、心地よさも少なからずあった。温かく大きな手に包まれ、絶妙な具合に手のひらを押され、気持ちがよい。

（こんなに、労わってくれるなんて……）

　仮病なのに申し訳ないと思ういっぽうで、この状況を喜んでいる自分がいる。

（エヴァン様は心根のお優しい方なのだわ）

　まだ数時間しか一緒に過ごしていないがそれがわかった。

（昼間、手を繋いで歩いたのも……ほかに意味なんてないのかも）

　質素な小部屋を自分の居室にするくらいなのだ。船員に対して見栄を張ったり、他意を持って行動したりしているわけではなさそうだ。

　むしろ、勘繰ってばかりいる自分が恥ずかしい。

（私……もっと、素直にならなくちゃ……）

　いましがた『眠れそうにない』と思っていたはずなのに、急に眠気に襲われた。まぶたはどんどん重くなる。そうしてすぐに、目を開けていられなくなる――。










　ガタン、ゴトン、ガタン、ゴトンという一定のリズムが耳に届く。

　目を開ければ、向かいに座席があった。連続した大きな窓からは無数のビルが見える。

　ああ、これは夢だ。前世の記憶が、夢として頭の中で再生されている。

（じゃあ、私はいまアンジュリーナじゃなくて、杏樹ね）

　走行する電車から移りゆく景色を眺め、杏樹はスマートフォンのインカメラで自分の身なりを確認する。

（いやだ……また、この夢なの？）

　もう何度も見たことのある夢だ。できることなら目覚めたい。だが、意に反して脳は前世の記憶を再生し続ける。

　今日は、初めてできた彼とデート。そして、初めてのお泊まり。いまは、デート先へ向かう電車の中だ。

（いやだ、いやだ……もう、見たくない）

　何時間もかけて化粧をして自分を偽り、彼とデートをして、ホテルへ行く。そして、シャワーを浴びていよいよ――というときになって、杏樹は辛辣な言葉とともに現実を突きつけられる。

『だまされた。ここまでひどい顔だなんて思ってなかった』

　とたんに目の前が真っ暗になり、果てのない穴へと落ちていく。

「――っ！」

　目覚めたとき、全身が汗だくになっていた。呼吸は荒く、視点が定まらない。

（ここは……）

　そうだ、ハードフィルト国へ向かう船の中だ。

　あたりは薄暗い。夜明け前だと思われる。

　アンジュリーナは身を起こし、右手で頭を抱える。もう片方の手は、動かすことができなかった。

　エヴァンはアンジュリーナの手を握り込んだまま眠っている。

（私にはもったいないくらい、優しい人――）

　アンジュリーナは目を伏せて、静かに息をついた。

















第三章　悪役令嬢の意地悪には負けません












　水平線上から太陽が顔を出すのを、甲板上から眺める。エヴァンは船を降りる準備をしているらしく、いまここにはいない。

「ねえ、話が違ったのだけれど」

　アンジュリーナは傍らにいるドロシーに話しかけた。

「――といいますと？」

　どこかとぼけた調子でドロシーが尋ね返してくる。

　口に出すのは恥ずかしいが、言わずにはいられない。

「王太子殿下は『不能』なんかじゃなかったわ」

「まあ、それはよかったですね！」

「どうしてそうなるの!?」

「いえ、あのようにいいお方なら、『可能』なほうが俄然いいのではないかと思いまして」

　何度も大きく頷いて、ドロシーが流し目を寄越してくる。

「では、アンジュリーナ様……とうとう……」

「なっ、なにもなかったわ！」

「そうなのですか？　残念です」

「ドロシーったら、いったいだれの味方なの？」

「私はいつだってアンジュリーナ様の味方ですよ？　アンジュリーナ様と王太子殿下のお子様、かわいいでしょうねぇ……。楽しみです」

　アンジュリーナの頬は瞬く間に赤みを帯びる。

「こっ、子どもだなんて……！」

　慌てて海のほうを向き、「すう、はあ」と深呼吸をする。

（そんなことまで、考えられない）

　まだ、ハードフィルトの地に足すら着けていないのだ。新婚生活への期待よりも、これからいったいどうなるのだろう、という不安のほうが大きい。

「……見えてきたわね」

　初めて目にする大陸は、ディランウッドの何倍もの国土を誇るだけあって広大だった。

　エスポワール号が入港する。港はディランウッドのものとは違い都会的だ。煉瓦造りの建物が整然と並び、道はきちんと舗装されている。よく整備された港だ。

　船を降り、馬車に乗り換える。

「気分はどうだ？　アンジュリーナ」

「あ……平気です。ありがとうございます」

　アンジュリーナはぎこちなくほほえむ。船酔いなどしていなかった手前、エヴァンに体調を気遣われるといささか気まずい。

　コホンと咳払いをしたあと、車窓から外を眺めた。

（ここが、ハードフィルトの王都――）

　通りには様々な看板の店がずらりと軒を連ねていた。人の行き来が多く、活気がある。皆、晴れやかで生き生きとした顔をしている。

　間もなくして跳ね橋に差し掛かる。ここからは先はハードフィルト城の敷地内だ。

　王家の紋章が大きく刻まれた馬車なので、門前で止められることはない。

　アンジュリーナは車窓に貼りつき、その光景に感嘆のため息をつく。

　横一直線に連続する白亜の城壁にはアーチ状の窓ガラスが嵌め込まれているのがかろうじてわかった。天を衝く海色の尖塔が整然と並び立っている。

　馬車の小さな窓からでは、城の両端を見ることができない。それほど広大だった。

　丘の上に、多くの自然を残して建っているディランウッド城とは大きく異なる。すべてが人の手で緻密に造り込まれた壮大な城だ。

　車寄せで馬車を降りて城を見上げるといっそう、その荘厳さを実感させられる。ハードフィルト王家の権威がひしひしと伝わってくる。

　一歩、城内に立ち入ればまた、その絢爛さに気圧された。

　いちばん初めに目を奪われたのは壁一面を贅沢に使って描かれた大きな絵画だ。ハードフィルト国の建立当時と思しきようすが描かれている。馬上で剣を掲げ、兵士になにごとか呼びかけている男性の顔は、心なしかエヴァンと似ている。

（エヴァン様は直系の王族だったわね）

　それならば、先祖と顔が似ているのも頷ける。

　天井から吊り下がる大きなシャンデリアの真下を通って幅の広い階段を上り、廊下の角を曲がる。その突き当たりが、アンジュリーナの部屋なのだという。

「近いうちに部屋は移ってもらうことになる」

　エヴァンが言った。

　城の入り口からさほど離れていない場所にあることから、ここはゲストルームだと思われる。ベッドはふたつあり、ソファやテーブル、調度品は贅を尽くしたものが置かれているので、ずっとこの部屋にいてもいいくらいなのだが、なぜエヴァンはそのようなことを言うのだろう。

「いま、ふたりの寝室を整えている最中なんだ」

「そっ――そうなのですか」

『ふたりの寝室』というのは聞き捨てならない。

（結婚するのだから、ふたりでひとつの寝室を使うのは当たり前かもしれないけれど）

　エスポワール号の賓客室での出来事が脳裏に蘇る。とたんに、耳まで熱くなった。

　斜め後ろにいるドロシーを見やれば、笑いを堪えたような顔になっている。面白がっているのがうかがえて少し腹立たしくなった。

　アンジュリーナとエヴァンは並んでソファに座った。アンジュリーナとしては彼の向かいか、あるいはななめ横のひとり掛けのソファがよかったのだが、エヴァンに「ここに」と座る場所を指定されてしまったので、そうした。

　ドロシーと、もとから部屋にいた城の侍女が協力して手際よく紅茶を淹れる。

　絶妙な湯温の紅茶を飲むと、心が休まった。

「船旅で疲れただろう？　庭を案内するのはまた今度にしようか」

「いえ、ぜひ拝見したいです。その、エヴァン様がよろしければ」

　本当は庭だけでなく城内の各部屋も見てまわりたいが、それはまた別の機会にしたほうがいいだろう。到着して早々、城の内部をくまなく調べていたのでは、ハードフィルトの人々に「王太子殿下の婚約者はなにか陰謀があってやってきたのではないか」と噂されかねない。

「では行こうか。ふたりで」

　エヴァンが暗に「メイドや侍女はここで待て」と指示したので、ドロシーと城の侍女は軽く低頭してアンジュリーナたちを見送った。

　ドロシーと城の侍女は、部屋で待っているあいだに親睦を深めることだろう。エヴァンは彼女たちのことを考えて、あえて「ふたりで」と言ったのかもしれない。

（ドロシーは私と違ってコミュニケーション能力が高いもの）

　きっとどこででも上手くやっていけるタイプなのだと思う。

　アンジュリーナはちらりとエヴァンのほうを見る。

（王族っていうと、いつも護衛を何人か引き連れているものだと思っていた）

　祖国ディランウッドの王族は決して単独行動をしないが、ハードフィルト国の王族は――エヴァンは、そうではないらしい。

　護衛がいないからか、船を降りてからのエヴァンは常に帯剣している。いまもそうだ。腰に小ぶりの剣を提げている。

（剣の扱いに慣れていらっしゃるのかも）

　ハードフィルト国の王族は戦闘に長けていると聞く。少し前まで陸続きの近隣国と小競り合いをしていたらしいから、王族とはいえ剣術の鍛錬に力を入れていてもおかしくない。

（そう思えば、あの鍛え上げられた体も納得だわ――）

　エスポワール号の甲板で見た、エヴァンの裸体を思い起こす。そうしてまたアンジュリーナは顔を赤くしたが、そのようすを揶揄するだろうドロシーはいまここにはいないのでよしとする。

　ハードフィルト城の庭はどこもかしこも手入れが行き届いていた。雑草はなく、生け垣は一定の高さで刈り込まれ、アーチを描いた骨組みには色とりどりの薔薇が咲き誇っている。

　人の手で美しく整えられた庭をエヴァンとふたり、並んで歩く。生け垣の角を曲がったところで、彼が立ち止まった。アンジュリーナもエヴァンに倣ってその場で足を止める。

「わぁっ……!!」

　レディらしからぬ声を上げてしまったが、エヴァンが気にするようすはなかった。

　ピンクや薄紫などパステルカラーの花々が、クリーム色の煉瓦で円形に造り込まれた瀟洒しょうしゃな花壇に植えられている。さながら大きな花束だ。

　遠目からこの花壇のようすを見ていたのではなく、いきなり間近で目にしたからこその驚きと感動があった。

「素敵な場所ですね……！」

　興奮を露わにアンジュリーナが言うと、エヴァンは満面の笑みになって「俺も気に入っている」と話した。

「この先の木立もなかなかいいぞ」

「そうなのですか？」

　エヴァンが指し示した場所には木々がトンネルを作っていた。アンジュリーナとエヴァンはその下をゆっくりと進む。

　太陽はいまちょうど真上にある。木々の合間から見える太陽に目を細めた瞬間、足がもつれた。小石があったことに気がつかず、躓いてしまった。

　そのまま踏ん張れればよかったのだが、体勢を崩して前へ倒れ込む。上手く受け身を取る自信はなかった。運動神経は、前世に引き続きよいとはいえない。

　転ぶのを覚悟して目を瞑る。しかし、覚悟していた衝撃は訪れない。

「平気か？」

　エヴァンに顔を覗き込まれて初めて、彼の腕に体を支えられていることに気がついた。抱き込まれている。

　アンジュリーナはコクコクと頷くことで、なんの問題もないことを告げる。いや、問題ならある。エヴァンに抱かれる恰好になっている。

　エヴァンはアンジュリーナの腰を抱いたまま、愛おしそうに髪や頬を撫でた。

　木洩れ日が彼の顔に陰影を落とす。それが、どうしてか艶っぽく見える。照らす光がまばらでも、エヴァンの麗しさは損なわれない。

　トクン、トクンという心臓の音がドクン、ドクンという大仰なものに変わる。「落ち着いて」と自分自身に言い聞かせたが、無駄だった。

　クイッ、と顎を掬われる。アンジュリーナは両肩を大きく弾ませて縮み上がる。

　するとエヴァンはわずかに目を見開いた。首を傾げ、頭を低くする。

　先ほどまで聞こえていたはずの小鳥の囀りが、一切耳に入らなくなる。

　頬に、柔らかなものが当たった。

　エヴァンはアンジュリーナに触れるだけのキスをして離れた。










　ハードフィルト国へやってきて三日目の昼下がり。城の庭で茶会が催される。アンジュリーナの披露目を目的としたものだが、国王夫妻などエヴァンに近しい王族は公務が立て込んでいるためこの茶会には出席せず、後日あらためて会うことになっている。そのため今日は、ハードフィルト王家と親交のある貴族との交流がメインだ。

　昼食を済ませて衣裳部屋へ行くと、複数の城の侍女たちに迎えられた。ハードフィルト城の侍女たちは皆、穏やかで友好的だ。彼女たちと仲良くなったドロシーの話だと、城の侍女はエヴァンに「アンジュリーナに決して不快な思いをさせないよう気を配ること」と言われているらしい。

　そう言われたからといって素直に従う気になれない者もいるだろうというのがアンジュリーナの率直な感想だったが、城の侍女たちは人間がよくできているのか、あるいはエヴァンに対する忠誠心からか、とてもよくしてくれる。

　歓迎されず、冷たい態度を取られるのではないかという考えは杞憂に終わった。エヴァンだけではなく、ドロシーもまたほうぼうで挨拶してまわったようだから、彼女による功績もきっと大きいだろう。

（私、本当に恵まれているわ）

　ふたりには感謝してもしきれない。

「アンジュリーナ様、いかがでしょうか」

　侍女のひとりに声をかけられたことで、真正面にある大鏡を見る。

　温かみのあるピンク色の柔らかな生地が胸元や足を覆い、腰や裾に紅いフリルレースがアクセントのように入っている。

　長い金髪は見事に編み込まれ、深紅の薔薇の生花で上手く留めてあった。

　鏡に映る自分は相変わらず他人に見えるが、どうしてか、以前よりも鏡を見るのが苦痛ではない。

（エヴァン様に、見てもらいたいって思ってる……？）

　そう思い至ると、なにやらくすぐったい気持ちになった。この感情は、なんなのだろう。

　コン、コンッと控えめに部屋の扉がノックされる。

　アンジュリーナはすぐに「どうぞ」と言った。

　扉から顔をのぞかせたのはエヴァンだ。トクッと胸が鳴り、鼓動はそのまま速い状態が続く。無言で見つめられ、どう反応すればよいのかわからない。

「エヴァン殿下、いかがでしょうか？」

　侍女のひとりが訊くと、エヴァンは我に返ったように目を見開いて、「あ、あぁ」と上ずった声を出した。

「きれいだ。いつも以上に」

　口元に手を当てて、ほんのりと頬を赤らめてエヴァンが言った。アンジュリーナの顔もまた彼と同じ色になる。

　そのようすを見た侍女たちは皆一様に口の端を上げて、にんまりと満足そうに笑った。

　庭には無数の円卓と椅子が設えられていた。すべてのテーブルにケーキスタンドがあり、スコーンやケーキ、サンドイッチが載っている。

　花は庭に自生するものと、花瓶に生けられているものとがあり、どちらも会場に華を添えている。

　花だけではなくゲストの数も多かった。広い庭だというのに、端から端まで着飾った貴族たちで埋め尽くされている。これほど大規模な茶会はディランウッドでは経験したことがない。

　アンジュリーナはエヴァンに付き従うかたちで貴族たちに挨拶してまわった。「婚約者のアンジュリーナだ」と紹介され、社交辞令的に「なんとお美しい」という言葉が返ってくる。

（なんだか実感が湧かない）

　大きな茶会で緊張しているというのもあって、地に足がつかない。

　年配の貴族男性と話し込んでいるエヴァンを見つめる。ダークブルーのジャケットは陽の下では色味が変わって見えた。鷲の羽根を模した地模様が陽光で耀いている。

（きれい……）

　陽に照らされた黒髪は清新で、美術品さながらに整った横顔はいつまででも見ていたくなる。

「――レディ・バセット」

　呼びかけられ、振り返る。伯爵令嬢のキャメロンだ。先ほど挨拶したばかりなので覚えている。

「エヴァン様は話し込んでいらっしゃいますわね？　どうぞ、お座りになって。船旅でまだお疲れでしょう」

　アンジュリーナは「ありがとうございます」と答えて椅子に座りながらも、キャメロンがエヴァンのことを「殿下」ではなく「エヴァン様」と呼んだことが気にかかった。彼と仲がよいのだろうか。

（それに……主催者のような物言いだわ）

　この茶会はエヴァンの主催によるものだ。本来ならその婚約者であるアンジュリーナが、ゲストに気遣いをしなければいけないのだが――。

「わたくし、エヴァン様にはずっと想いを寄せておりましたの。ですからとてもショックですわ」

　その言葉に耳を疑う。いや、エヴァンのことを名で呼んだり、主催者のような物言いをしたりと初めから不穏な雰囲気はあった。それに、キャメロンを取り巻くように彼女のまわりに座っている令嬢たちが、先ほどからこちらを見ては意味ありげにクスクスと笑うものだから、居心地が悪いといったらない。

「いまでも信じられませんの。まさか島国の名もなき方が婚約者になられるなんて」

　キャメロンは顎に手を当てて、悲壮感を漂わせて俯く。大きくため息をつき、ティーカップのハンドルをつまんだ。

　アンジュリーナはなんの言葉も返せない。ただ、顔を伏せるのは癪だったので前を向いたままでいた。

　だから、その瞬間を目にすることができた。キャメロンが、わざとらしくティーカップを手から滑らせるところを。

　ティーカップにはきっとなみなみと紅茶が入っていたのだろう。それがすべてひっくり返り、アンジュリーナのドレスを濡らす。

「あらぁ、ごめんなさい！　せっかくのお召し物が台無しですわね」

　ここまで露骨だと、もはや笑うしかない。

（こういうの、久しぶり）

　前世ではよくいじめられていたので、慣れっこだ。

（海域争いをしている敵国なのだもの）

　エヴァンや城の侍女が友好的なのでつい忘れてしまいそうになるが、やはりそうなのだ。皆からは歓迎されていない。それがよくわかった。

　アンジュリーナは笑顔のまま言う。

「失礼いたします。着替えをしてまいります」

　椅子から立ち上がり、ドレスの裾をつまんでそそくさと城の中へ戻るなりすぐ、ドロシーに出くわした。

　ドロシーは色の変わったドレスを見て眉を吊り上げる。

「まあ、せっかくのドレスが……！　いったいだれの嫌がらせですか？」

「も、もう……ドロシーったら」

「なにがあったか」ではなく「だれのせいか」と尋ねてくるところがドロシーらしい。彼女は勘が鋭い。

　ドロシーはまだ、ハードフィルト城の正式な侍女ではなくあくまでアンジュリーナのメイドだ。したがって茶会についていくことはできなかった。

（でも、きっと私がお茶会で嫌がらせを受けるだろう――と、心配してくれていた）

　万が一のこと考えて、ここで待っていたのだろう。

　ドロシーは眉を顰めたまま、アンジュリーナの汚れたドレスを見る。

「でも、そうでしょう？　火傷はされませんでしたか？」

「平気よ。ドレスの生地が厚いから」

「そうですか？　とにかくお部屋へ」

　ドロシーに伴われ、あてがわれている部屋に入る。

「お城の侍女を呼んで新しいドレスを用意してもらいますね。少々お待ちください」

「あ――ちょっと待って、ドロシー」

「はい？」

「あなたは……その、ええと……」

　アンジュリーナの言いたい事を悟ったドロシーはニッと笑う。

「私は平気ですよ、嫌がらせなんてされていません。……ふふ、アンジュリーナ様は本当にお優しい。私の心配なんて、なさらなくてよろしいのです」

　それでもまだ浮かない顔のアンジュリーナを、ドロシーは覗き込む。

「アンジュリーナ様ったらまだ心配なさっていますね？　『私のせいでドロシーになにかあったらどうしよう』ですか？」

「どうしてわかったの？」

「そのお顔を見ればわかります」

　ああ、彼女はやはり勘がいい。

「この城の侍女は皆、いい方ばかりですよ。こう言ってはアレですが、アンジュリーナ様は政略結婚で、そして私はそれに付き合わされて異国からやってきたことを哀れまれている節もあります。王太子殿下を慕っている貴族のご令嬢方は、不満がおありかもしれませんが、下々の者は違うのです。だからどうか、安心なさってください」

　その言葉を聞いて瞳が潤む。

「安心して、王太子殿下との愛を育まれてください」

「あ、愛を育むって……そんな……！」

「ええ～っ？　だってアンジュリーナ様、惹かれていらっしゃるでしょう？」

「……どうしてそう思うの？」

「だって王太子殿下を見つめていらっしゃるアンジュリーナ様のお顔は恋する乙女そのものですから」

「それってどんな顔!?」

「さっ、早く戦場へ戻らねば！　負けていられませんよ！」

「ちょっと、ドロシー！」

　ドロシーは「すぐに戻りますから」と言って部屋を出ていった。そして、いっそう煌びやかなドレスと大勢の侍女を引き連れて戻ってくる。

　事情を知った城の侍女に、「ドレスが汚れたらまたすぐにお召し替えいたしますから！」と励まされた。

　そうしてあっという間に着替えが済む。

「アンジュリーナ様はよけいなことはお気になさらず、王太子殿下のことをもっとお知りになるべきです」

　ドロシーに背を押され、庭へ出る。アンジュリーナは大きく頷くことで、ドレスを着つけてくれた彼女たちの尽力に応えた。

　庭へ出るとすぐにエヴァンが駆け寄ってくる。

「アンジュリーナ！　すまない、すっかり話し込んでしまっていて」

　エヴァンはアンジュリーナのことを捜していたようだった。

（そういえば、だれにもなにも言わずに退席してしまった）

　あのとき、従者はエヴァンの近くにいたから、アンジュリーナが城へ戻ったことには気がつかなかっただろう。

「……着替えたのか？　もしや、だれかになにか――」

「ごめんなさい、私の不注意でドレスを汚してしまったもので」

　アンジュリーナの言葉を鵜呑みにはできないらしく、エヴァンは眉間に深い皺を刻む。その反応には苦笑するばかりだ。

　エヴァンはなにを思ったのか、突然アンジュリーナの腰を抱いた。

「こうしていれば、だれも手だしできないはずだ。これから茶会ではこうしていることにする」

　力強く引き寄せられ、エヴァンの胸に顔を埋める恰好になる。「おや」だとか「まぁ」というざわめき声が聞こえた。注目を浴びている。

　身動きが取れないアンジュリーナは、耳まで赤くして目を伏せた。










　茶会の翌日、エヴァンは公務で不在だった。いっぽうアンジュリーナは、今日から王太子妃教育が始まる。

（レッスンまで、なにをして過ごそう？）

　レッスンは午後からだ。午前中はなにもすることがないというのに、朝早くに目が覚めてしまい時間を持て余している。ドロシーは隣室だ。荷物の整理をしているようだった。時折物音が聞こえてくる。

（やっぱり図書室、かしら）

　自由に出入りしていいとあらかじめエヴァンに言われていた。図書室はアンジュリーナがあてがわれている部屋と同じ階にあるから、足を運びやすい。

「図書室へ行ってくるわね」

　ドロシーの部屋の扉をノックしてそう言うとすぐに「わかりました！」という声が返ってきた。声音からしてやはり、忙しそうだ。

　幅の広い廊下を数メートルほど歩けば図書室に到着する。扉は開け放たれていた。

（図書室というより書庫よね）

　司書はおらず、受付カウンターもない。本棚が整然と並べられ、そこに書物がびっしりと収められている。

　図書室には窓がなかった。陽の光で本が傷まないようにするためだろう。その代わりに、オレンジ色のランプが天井から吊されている。

　どういう内容の本を読むか決めていなかったアンジュリーナは、書棚に収められた本の背表紙を見ながらゆっくりと図書室内を歩いた。

　余所見をしていたものだから、ぶつかるまで気がつかなかった。図書室にはほかにも人がいたことを。

「ぶっ」

　初めは本棚にぶつかってしまったのだと思った。鼻を押さえて前を向き、ぶつかったのが『物』ではなく『人』だと知り慌てて「失礼しました」と謝る。

　黒髪の男性が振り返る。アンジュリーナは目を丸くした。

「エヴァン様？」

　呼びかけても、彼は無反応だった。手に本を持ったまま、表情ひとつ変えない。

（たしか、お戻りは夕方だったはず）

　アンジュリーナは目の前にいる男性を観察する。オレンジ色のランプの下、目を凝らす。

（……エヴァン様じゃ、ない）

　よく似ているが、違う。なにが違うかと問われれば説明に困る。容姿は瓜二つだ。ただ、醸しだす雰囲気がまったく異なる。

「フレディ・ハードフィルト。エヴァンの弟」

　唐突に言って、男性――フレディは手に持っていた本に視線を落とす。

「アンジュリーナ・バセットです」

　名乗り返すと、

「ああ……。きみが、エヴァンの婚約者か」

　フレディは視線だけを動かしてアンジュリーナのほうを見やる。

「もうわかってると思うけど、『不能』なのはエヴァンじゃなくて僕のほうだから安心して」

　唐突な発言に、アンジュリーナはぎょっとする。そうですか、と返すのもどうかと思う。

　言葉に詰まった挙げ句、アンジュリーナは「失礼します」と言って図書室を出た。早足で廊下を歩き、自室に戻る。

（そうだわ、弟さんがいらっしゃるのだった）

　そのことはエヴァンから聞いていたものの、双子だとは知らなかった。あれだけ似ているのだ、一卵性だろう。

（エヴァン様のこと――この国のことも、もっと知りたい）

　なぜそういう気持ちになるのかはわからない。もっとも、王太子妃となるのならばすすんで知識を得なければならない。

　アンジュリーナは踵を返し、図書室に戻った。ちょうど入り口付近にハードフィルト国の歴史書があった。三冊ほど手に取り、自室へ持ち帰る。

　机の上に本を広げて、さっそく読みはじめる。読書は好きなほうだ。歴史書というような硬い本はあまり読まなかったが、それほど難解ではなかったからよかった。

　読書に耽っていると、あっという間に昼食の時間となった。部屋で食事を済ませて、王太子妃レッスンの教育係である宰相がくるのを待つ。

　部屋には、荷物の整理を終えたらしいドロシーがいて、壁際で控えていた。

「失礼いたします」

　ノック音のあとすぐに響いたその声を聞いて、アンジュリーナはどうしてか懐かしい気持ちになる。

「クリス・マーシュと申します。どうぞよろしく」

　部屋に入ってきた宰相――モノクルをかけた銀髪の男性――クリスは口の端をほんの少しだけ上げて微笑した。

　彼とは初対面だ。それなのになぜ、懐かしさが込み上げてくるのだろう。わからない。

「……アンジュリーナ様？」

　ドロシーが小さな声で呼びかけてくる。宰相が挨拶したのに、なにも答えないのは失礼だ。

　アンジュリーナは慌てて「アンジュリーナ・バセットです。よろしくお願いします」と言葉を返した。

　クリスはアンジュリーナとは机を挟んで斜向はすむかいに座った。「さっそくですが」と前置きして、あらかじめ机の上に準備してあった書物をアンジュリーナの眼前に広げ、説明しはじめる。アンジュリーナは相槌を打ちながら、熱心に聞き入った。

「――少し休憩にしましょうか」

　クリスが言うと、壁際に控えていたドロシーが紅茶を淹れる準備をした。

（宰相なのだから、もっとおじいちゃんかと思っていたわ）

　年齢はおそらく四十そこそこだろう。宰相という、立場のある役職のわりに若い。

「私はつい最近、宰相の任に就きました」

　まるでアンジュリーナの考えを読んだかのようなタイミングだった。アンジュリーナは「そうなのですね」とだけ返す。

「こう言ってはあれですが、先代の宰相はディランウッドのことを『小さな島国』だと馬鹿にしていました。ですが私は、そうは思いません。ハードフィルトとディランウッドは対等にあるべきだと考えます。海域について小競り合いが続いていますが、あれは半々にすればよいのです」

「私もそう思います」

　アンジュリーナがすぐに同調したからか、クリスは穏やかな笑みになった。

　その後も、クリスによるハードフィルト国内外の情勢についての講義が続いた。

「――なにか質問はありますか？　講義以外のことでも構いません」

　アンジュリーナはコクリと頷く。

「ハードフィルト国の王族について、教えていただけますか？」

　エヴァンのことをもっと知りたい、と言うのは憚られたので言葉を濁したが、クリスはわかっているようだった。にっこりと笑って、語りだす。

「エヴァン様はとてもお優しく、そして心身ともに強い方ですよ。国のこと、民のことをいちばんに考えてくださる。そしてきっと、アンジュリーナ様をだれよりも幸せな花嫁にしてくださることでしょう」

　とたんに熱が顔に立ち上る。アンジュリーナが顔を赤らめていると、部屋の扉がノックされた。

「失礼いたします」

　サンドイッチが載ったワゴンを押して侍女が入ってくる。軽食の時間だ。見たところ、サンドイッチはふたりぶん用意されている。

　アンジュリーナとクリスは窓際の椅子に移動した。円卓に並べられたサンドイッチを見るなり腹の虫が「ぐぅ」と小さく鳴いた。勉強していると腹が空くというのは前世から変わらない。

　アンジュリーナはつい「いただきます」と言いながら手を合わせた。

　すると向かいにいたクリスが大きく目を見開いた。

（あ――いけない）

　今世では『貴族らしくない』から、してはいけないのだった。

「そうして手を合わせるのは、どちらの風習ですか？　ディランウッドにはそういう風習はなかったかと」

「そ、そうですね……。その、これは……ええと……申し訳ございません」

　説明に窮し、謝ることしかできなかった。

「いえ、謝ることはないのですが――」

　クリスは小さく口を開けたまましばらくなにも言わなかった。その後も言葉が発されることはなく、わずかに眉根を寄せたままクリスは口を閉ざした。










　夕方のこと。伯爵令嬢キャメロンが訪ねてきて、「お庭を案内していただきたいのです。ふたりきりで」と言うものだから、ドロシーは息巻いていた。

「お断りなさるべきです！」

　いまこの部屋にキャメロンはいない。別室でアンジュリーナを待っている。

「でも、わざわざ私を訪ねてきてくれたのだし」

「そうですね。また嫌がらせをするために訪ねてきたに決まっています！　だって、このお城に来てまだ日の浅いアンジュリーナ様にわざわざ『庭を案内して』だなんて、おかしいですっ。しかも、ふたりきりでなんて！」

　アンジュリーナとドロシーの押し問答はなおも続く。

「でも、でもね、ここで案内を断ったら逃げているみたいじゃない？」

「――うぅ、それは……」

　ドロシーが唇を引き結ぶ。もうひと押しだ。

「私、逃げたくない。嫌がらせでもなんでも、堂々と受けるわ」

「……！　アンジュリーナ様ったら……お強くなられましたね。これも、愛の力でしょうか」

「あ、愛の力!?」

　アンジュリーナが口をパクパクと動かしても、ドロシーは気にしない。

「わかりました。では私は遠くから見守ることにします。くれぐれもお気をつけくださいね！」

　両手にこぶしを作るドロシーに向かって、アンジュリーナは大きく、力強く頷いてみせた。










「急なお願いでしたのに、嬉しいですわ」

　キャメロンと並んで庭を歩く。

「私のほうこそ。お越しいただいて嬉しいです」

　正直なところ「嬉しい」というよりも「なにかされるかも」という思いのほうが強いが、顔には出せない。アンジュリーナは曖昧に笑う。

「このお庭はよくエヴァン様とお散歩させていただいたものですわ」

　そうしてキャメロンが「ほほほ」と笑うので、アンジュリーナは足を止めそうになった。

（だったら私の案内なんていらないじゃない！）

　喉まで出かけた言葉を、引きつり笑いを浮かべてのみこむ。

「この先にはとても素敵な薔薇のアーチが広がっていますわよね」

　キャメロンは城の庭を熟知している。

「私の案内など不要なくらい、お庭のことをよくご存じですわね」

　アンジュリーナもまた「ほほほ」と笑ってみせると、キャメロンは顎を上げて勝ち誇ったような態度で「そのようなこと、ございませんわ」と上辺だけの謙遜をした。

「エヴァン様はお若いときから凛々しくていらっしゃったのですよ」

「そうなのですか」

　いい加減、相槌を打つのにも疲れてきた。キャメロンは口を開けば、「この先はこうなっている」だとか「エヴァンはこういう男性だ」という話ばかりだ。

　城の庭のこと、エヴァンのことをよく知りたいという気持ちはあるが、キャメロンの口からそれを聞くのはどうも癪だ。我ながら心が狭い。

（あっ……ここは）

　エヴァンが気に入っていると話していた花壇に差し掛かる。曇天でも、花々が美しいのには変わりなかった。

　花壇のほうばかり見ていたのがきっと、いけなかった。

　ドレスの裾を杭で地面に打ち付けられたようになって、前に倒れ込む。

　このとき、遠くから見ていたドロシーに聞いて詳しく知ることになるが、キャメロンにドレスの裾を踏みつけられたせいで転んでしまったのだった。

　アンジュリーナは両手と両足を花壇の上について四つん這いになる。

「まぁっ、レディ・バセット！　いかがなさいました？」

　いかがもなにも、転んだのは明らかではないか。

「……躓いてしまったようです」

　唸るように言いながら立ち上がり、花壇の花を見る。

「転んだ拍子に花壇を荒らしてしまわなくてよかったです」

　泣きたいのを堪えて気丈に振る舞い、手やドレスについた泥汚れを払う。とっさのことだったが、花を潰さないように両手で踏ん張った。今世は前よりも幾分か運動神経がいいらしい。

「なんにもないところでお転びになるなんて、お可哀そうに」

　キャメロンは扇で口元を隠しているものの、嘲笑しているものと思われる。

「――そうだな」

　うしろから突然、耳に心地よい低音が響いた。

　振り返るよりも先に腕がまわり込んできて、抱き込まれる。

「エヴァン様！」

　名を呼びながら彼を見上げる。

「レディ・ノエルの足はとても長いようだ。アンジュリーナのドレスを踏んでしまうほどに」

　エヴァンは口元こそ弧を描いているものの、目は少しも笑っていない。

「こんなに汚れて……『可哀そう』だ」

　エヴァンはキャメロンの言葉を揶揄したあと、悲痛な面持ちになった。

　キャメロンもまた、その顔に悲壮感を漂わせていた。すっかり青ざめて、小さな声で「ごめんなさい」と呟き、背を向けて行ってしまう。

「お、お戻りになっていたのですね」

　うしろから抱き込まれたままだから声が上ずった。緊張して、上手く喋ることができない。

「ああ、ついさっき。きみのメイドに、レディ・ノエルと一緒に散歩に出たと聞いて――」

　エヴァンは言葉を切り、アンジュリーナの体を横向きに抱え上げる。

「ひゃっ!?」

　突然のことに驚き、慌てふためく。

「痛むところはないか？」

「ない、です」

　顔の距離が近い。自身の心臓の音がうるさい。

「いや、だが――どこも怪我をしていないか、確かめる」

「ええっ!?」

　エヴァンはアンジュリーナを抱えたまま歩きだす。

「本当に平気です。どこも痛くありません」

「あとから痛みだすこともある。まずは俺が確かめて……必要なら医者に診せる。きみの体はだれにも見せたくないが」

　アンジュリーナは絶句した。エヴァンはいったい『どこまで』見るつもりでいるのだろう。

　それからエヴァンの私室に着くまでずっと、アンジュリーナは「本当に平気ですから」と訴え続けたが、聞き入れてもらえなかった。

　エヴァンの執務室は、物は多いがすっきりと片付いていた。

　黒革のアンティークソファにそっと下ろされる。エヴァンはカーペットの上に膝をつき、アンジュリーナの両手を取った。手首や腕を摩られる。

（ああ、なんだ……確かめるって、これくらいのこと？）

　安堵した矢先、

「ドレスの裾をめくっても？」

　真剣な表情で尋ねられ、アンジュリーナは目を瞠る。

「えっ、ええっ、ええと」

　慌てているあいだも、エヴァンは色彩豊かな瞳で見つめてくる。アンジュリーナは視線を合わせていることができず俯いた。

「怪我はしていないと思いますが……どうぞ」

　エヴァンは下心があって「ドレスの裾をめくりたい」のではない。体を心配してのことだ。ここで断固拒否するのはよくない。

「では――」

　前置きして、エヴァンはドレスの裾をつまみ、ゆっくりと引き上げていく。そんなに慎重にならなくても、と思うくらい緩慢な動きだった。

　アンジュリーナの膝は、血は出ていないものの赤くなっていた。

「きみには辛い思いはさせまいと決めていたのに……すまない」

　赤くなっている膝を、エヴァンは眉根を寄せたままそっと撫でる。何度も、何度もそうして『手当て』された。

　触れられている膝がくすぐったい。心の中までも撫で摩られているような心地になる。彼の優しさが身に染みる。頑なな心をじわじわと溶かされていくようだった。

「ほかは、どうだ？」

　急にエヴァンがこちらを見たので、心臓が大きくドクンッと鳴った。

　はじめ、彼の言う『ほか』がどこを指しているのかわからなかったが、ドレスの背の編み上げ紐を解かれたことでようやく理解する。

「あ、えぁ、あのっ」

「んん？」

　とぼけているのか、大真面目なのか、判別がつかない返事だ。

「地面についたのは両手と両膝ですから、ほかはなんともありません！」

「いや、わからないぞ」

　きっぱりと言って、エヴァンはアンジュリーナのドレスを中のコルセットごと足先まで引き下げた。いつの間にコルセットの紐まで緩めていたのだろう。

　シュミーズとドロワーズという、心許ない下着姿になったアンジュリーナは両手を胸の前に持ってきて背を丸めた。

　恥ずかしがるアンジュリーナをエヴァンはしげしげと眺める。

「……見せてほしい」

　その囁き声を聞いたとたん、全身が総毛立つ。胸の前で作っていたこぶしを大きな手のひらに覆われる。エヴァンの両手は腕を辿り、肩のほうへと動き、シュミーズの肩紐をつまむ。両肩の紐を下に落とされると、ふたつの膨らみの上部が明るみに出た。手で押さえていなければすべてが晒されてしまうところだった。

「アンジュリーナ」

　諭すような、慈しむような声音だ。エヴァンはアンジュリーナの両手を掴み、胸から引き離そうとする。

　心臓の音が、秒を追うごとに大きくなっていく錯覚に陥った。

　そのとき、部屋の扉がコンコンッと性急にノックされた。

「エヴァン殿下、急ぎお話ししたいことが――」

　エヴァンの手がピクッと震える。手を重ね合わせているからわかった。

　エヴァンは扉の外へ向かって「少し待て」と渋い顔で言って、アンジュリーナの肩に顔を埋め、大きなため息をつく。

　熱い吐息が肌に触れる。アンジュリーナは目を伏せて、彼が吹く息のくすぐったさに耐えた。

















第四章　結婚式を挙げましたが覚悟は決まっていません












　ハードフィルト国に来て二週間が経とうとしていた。

　挙式を一週間後に控えたある日の早朝、アンジュリーナはエヴァンとふたりきりで花束の花壇――アンジュリーナが勝手にそう呼んでいる――の前にいた。

　このところは互いに王太子妃教育や挙式の準備で、ゆっくりと話をするどころか会う時間すらほとんどなかった。

　早朝でなければふたりとも時間が取れないというような状況だ。

「アンジュリーナ」

　花壇の向こう側に昇る朝陽を見ていた。呼びかけに応えてエヴァンのほうを向くと、手を取られ、その甲にキスを落とされた。

「どうか、俺の妻になってほしい」

　鮮烈な瞳が、真剣さ滲ませて見つめてくる。

　国同士、家同士が取り決めた結婚なのだ。当人の意思はなくとも成り立つ。

　だがエヴァンは、はっきりと言葉にしてくれた。そのことが嬉しくて、瞳が潤んでくる。想われているのがわかる。

　アンジュリーナは頷いた。気の利いた言葉を返せればよかったのだが、涙腺が緩くなっているせいでなにも言えない。

　エヴァンは晴れやかな笑顔になってアンジュリーナを抱きしめる。

　目を閉じれば温かさが伝わってきて幸福感で満たされる。しかし同時に、過去の自分が頭の中をちらつく。「彼が愛しているのは外見だけ」と、前世の自分が囁くのだ。

　アンジュリーナはエヴァンに見られていないのをいいことにぎゅうっと強く目を瞑り、唇を引き結んだ。










　ハードフィルト国王、それからその王妃との謁見は一瞬だった。国王も王妃も公務に忙しく、王太子の妃とはいえ長話をする時間などないようだった。同席したエヴァンの弟フレディもまた、定型句を述べたあと早々に退席した。

「じつは俺も、国王や王妃とはふだんからそう長く話はしないんだ」

　謁見の間をあとにして廊下を歩いているとき、エヴァンが小さな声でそう漏らした。

「挙式が済めば、俺ときみは同じ寝室になる。いまよりも、話をする時間は格段に増えるはずだ」

　嬉しそうに語るエヴァンをほほえましく思うものの、アンジュリーナには不安もあった。

（一緒に過ごす時間が増えるってことは……）

　夜の営みなるものの時間も、たっぷりあるということだ。嫁入りが決まったとき、そういったことは一切ないと踏んでいただけに、いまだに覚悟が決まらない。

　そうこうしているうちに挙式の日を迎える。

　純白のウェディングドレスは、いまの世に生を受ける前からずっと憧れていたものだ。自分には縁のないものとして諦めていたからか、穢れのない色のドレスに袖を通しただけで感極まって、泣きだしたくなった。

「アンジュリーナ様、いつにも増してお美しいですよ」

　ハードフィルト城の敷地内にある教会へ行く道すがら、ドロシーが言った。彼女の瞳もまた潤んでいる。

「ありがとう」

　アンジュリーナは背筋を正し、前を見据え、裾をふだんよりももっと強く内側から蹴るようにして歩く。

　何層にも重なるフリルレースのほかに、腰から裾にかけてダイヤモンドが螺旋状に散りばめられた豪奢なウェディングドレスだ。このドレスに恥じない振る舞いをしなければならない。

（王太子妃に、なるのだから）

　教会に足を踏み入れ、祭壇の前まで進み、エヴァンと向かい合う。

　聞いていたよりも参列者の数が多く、よけいに緊張したが、永遠の愛を誓う台詞を噛むことも、誓いのキス――エヴァンはあらかじめ打ち合わせていたとおり頬にしてくれた――で卒倒することもなく、無事に挙式を終えた。

　その後、城のダンスホールで催された晩餐会では終始てんてこ舞いだった。ずっとほほえんでいなければならないというのはなかなかに疲れるものだと初めて知った。

　エヴァンが以前、嬉しそうに話していた『ふたりの寝室』はとてつもなく広く、そしてなにもかもが洗練されていた。

　天井から吊り下がるクリスタルシャンデリアは明るすぎず暗すぎず、寝室にほどよい光をもたらしてくれる。天蓋つきのキングサイズベッドは言わずもがな大きいが、寝室自体がとても広いので小さく見える。橙を基調に暖色でまとめられた、温かみのある部屋だ。

　アンジュリーナは身体的には『準備万端』だった。念入りに湯浴みをし、侍女に香油を塗りたくられ、髪を何度も梳かれた。

　だが、心のほうはまったく整っていない。

　アンジュリーナとエヴァンはベッド端に並んで座っていた。

「疲れていないか？」

　問われ、「少し」とだけ答える。

「慌ただしかったからな」

　エヴァンは膝の上に肘をついて上体を低くし、アンジュリーナの顔を覗き込んだ。彼はいま薄いナイトガウンを一枚、羽織っているだけだ。アンジュリーナもまた、コルセットのない無防備なナイトドレス一枚である。

「……アンジュリーナ」

　指先から手の甲、肘の内側、肩を通って頬までエヴァンの長い中指が這い上がってくる。

　頬から顎にかけて、大きな手のひらで覆われた。

　ごく近いところに彼の顔があるが、直視はできない。アンジュリーナは目を伏せる。

　唇同士が触れ合ったのは、一瞬のこと。それでも、アンジュリーナが動揺するにはじゅうぶんだった。

「つっ、月のものがきたようです！」

　しどろもどろしながら叫ぶと、エヴァンは狐につままれたような顔になった。

「そう、か……いや、うん」

　エヴァンは自分に言い聞かせるように大きく頷く。

「きみの――心身の準備が整うまで、待つ」

　そう言うなり困ったような笑い顔になる。もしかしたら彼は、「月のものがきた」というのが嘘だとわかっているのかもしれない。

　アンジュリーナは虫の鳴くような声で「ごめんなさい」と謝る。

（キス、は……嫌なんかじゃ、なかった）

　エヴァンに惹かれている。

　彼のことを愛しく思うからこそ、くちづけに抵抗感はなかった。その先だってきっと、嫌ではないはずだ。わかっているのに、つい嘘をついて先延ばしにしてしまった。

　前世で生きた年月も含めると、立派な『こじらせ処女』だ。言いわけがましいが、ここまでくるとなかなか思いきりがつかないというものである。

　過去の、まして本当にあったかどうか定かではない前世のことなど忘れて、しっかりと前を向いて今生を楽しめばよいではないかと我ながら思う。そうすることができればどれだけいいだろう。

「俺は少し席を外そうか。その……月のものとなるといろいろ準備があるだろう。また戻ってくるから……そのあとは、なにか話をしよう。一晩中でもいい」

　穏やかに笑い、アンジュリーナの頬にキスをしてエヴァンは部屋を出ていった。

　アンジュリーナは小さく「ああぁ――」と後悔の念を漏らし、頭を抱えてベッドに倒れ込んだ。










　挙式から一週間後。ディランウッドからやってくる外交官をもてなすことになったアンジュリーナはサロンにいた。外交官が到着するのを、ドロシーや侍女と一緒に待つ。エヴァンは別の公務のためここにはいない。

　アンジュリーナとエヴァンの結婚により、両国には友好ムードが漂っていた。上手くいけば、このまま友好条約を結び海域争いに終止符を打つことができるかもしれない。

　外交官コンラッド・オーダムは定刻に到着した。アンジュリーナは彼とテーブルを挟んで向かい合う。

　年齢はハードフィルトの宰相クリスと同じくらい――四十歳前後――と見受けられる。

「レディ・バセットにおかれましてはご機嫌麗しく……」

　彼が定型句を述べるのを黙って聞いていたアンジュリーナだが、違和感を覚えて瞬きをする。

（レディ・バセット――と呼ばれたわよね？）

　挙式は済んでいるのだから『アンジュリーナ様』あるいは『王太子妃殿下』が妥当なところだ。事実、このところはまわりからずっとそういうふうに呼ばれている。

　もともと面識があり、そう呼ばれていたのなら間違えるのも理解できるが、そうではない。オーダムとは今日が初対面だ。

（どうしてわざわざ旧姓で呼びかけたのかしら）

　アンジュリーナが訝しんでいるのを悟ったらしいオーダムは「単刀直入に申し上げます」と前置きして、

「ほとぼりが冷めたら離婚して帰国なさるべきです。このようなところで我が国の地位あるご令嬢が生活するなど、言語道断」

「……！」

　耳を疑う発言だった。だがオーダムは冗談を言っているようには見えない。

「オーダム卿、お言葉ですが……ハードフィルトはとてもよいところです」

　オーダムの眉がピクリと動く。アンジュリーナの発言が気に障ったのは間違いなかった。

「大陸各国を武力で掌握しようとしているこの野蛮な国のいったいどこが、よいとおっしゃるのですか？」

「私はまだこの国のほんの一部しか知りませんが少なくともいまは、無理な戦を引き起こそうとはせず他国に対して友好的です」

「それは、そういうふうにあなたに思わせるよう教育を施されたせいでしょう」

「そんなことはありません」

「そうおっしゃるのなら、明確な理由を提示していただきたいものです」

　アンジュリーナは言葉に詰まる。この国に来てまだ一ヶ月ほどだ。各地を視察してこの目で見てまわったのなら、説得力があったのだろう。だが現時点では、アンジュリーナには証拠となるものがなにもなかった。

「……なぜそうもハードフィルトを嫌うのですか？」

　答えに窮したアンジュリーナは話題を変えた。オーダムは話題が変わったことには言及せずアンジュリーナの質問に答える。

「私怨ですが……ハードフィルトの隣国にいた私の旧友はこの地で命を落とした。先の小競り合いによるものです」

　ハードフィルトはつい最近まで隣国と小さな戦をしていた。その隣国に、オーダム卿の旧友がいたのだろう。

「それにハードフィルトは海域においてもまったく譲歩しない」

　苦々しげな表情を浮かべてオーダムはギリッと奥歯を鳴らす。

「オーダム卿のご友人に、お悔やみ申し上げます」

　アンジュリーナは深く頭を下げたあと、

「ですが海域については、宰相の代替わりにより進展するはずです。ディランウッドとハードフィルトはこれからきっと、歩み寄ることができる」

「どうでしょう。同じ轍を踏むだけですよ。レディ・バセットはもう、この国の王太子に絆されてしまったのですか？　これ以上、情が移る前に荷物をまとめられたほうがよろしいかと」

「――私は、離婚するつもりはありません」

　きっぱりと言った。この言葉は絶対に覆らない。

　この先もずっとエヴァンのそばにいたいと心底思うからだ。

　するとオーダムは憤りを露わにガタッと大きな音を響かせて椅子から立ち上がった。

「しばらくこの城に滞在します。お考えが変わるように、また参りますから」

　そう言い残して、オーダムはサロンを出ていく。

　アンジュリーナは「ふう」と小さく息をつく。

「申し訳ございません、アンジュリーナ様。あまりの緊迫した雰囲気に、紅茶をお出しするタイミングが掴めませんでした」

「いいのよ、ドロシー。のんびりと紅茶を飲める雰囲気ではなかったわけだし」

「そうですね……まさかオーダム卿が、あのように過激な思想の持ち主だとは知りませんでした」

「ええ……。私も、驚いたわ」

「でも素敵でしたよ、アンジュリーナ様。エヴァン様とは離婚しない、とはっきりおっしゃったときは特に！」

　ドロシーはアンジュリーナの前にティーカップを差しだしたあと、瞳を爛々と輝かせた。城の侍女たちもそうして嬉しそうに注目してくるものだから、アンジュリーナは頬を赤くせずにはいられなかった。










「今週のオススメはこの本」

「ありがとうございます、フレディ様」

　陽が暮れる前の図書室で、アンジュリーナはフレディから一冊の本を受け取る。

　エヴァンの双子の弟フレディとは、週に一度ほどは図書室で顔を合わせるようになった。初めて彼に会ったときは深く訊かなかったが、彼が『不能』になってしまった経緯について、彼が幼いころ、信頼していた侍女に夜這いをかけられたことが原因だと聞き及んだ。

　それ以来、女性の裸を見ても興奮しないし、女性自体がそういう対象だとは思えないらしい。

　それを知っているからか、フレディにはあまり『異性』を感じない。ドロシーと話をするのと同じように、気軽に言葉を交わすことができる。

「中盤、すっごく笑えるから、公務時間中には絶対に読まないようにね」

「わかりました。それでは、また」

　アンジュリーナはクスクスと笑いながらフレディに手を振り、図書室を出た。ところが、前を見ていなかったせいでだれかにぶつかる。

「……っ!!　申し訳ございません」

　とっさに謝り、ぶつけてしまった肩を押さえて上を向く。

　フレディがそこに瞬間移動してきたのかと、一瞬だが思った。

　しかしそうではない。無表情でアンジュリーナを見下ろしているのは、まぎれもなくエヴァンだ。

（表情がないと、フレディ様とエヴァン様はよけいに似ている）

　ほほえんでいることの多いエヴァンだから、そういう――憤りさえ感じる表情は初めて見る。

「きみは図書室にいると、ドロシーから聞いて――」

　声音は硬かった。機嫌が悪いのは明らかだ。

「フレディと、会う約束をしていたのか？」

「いえ、約束があったわけではありません」

　エヴァンは眉根を寄せて目を細める。

「ずいぶんと楽しそうに会話していたな」

「そ、そうですか……？」

　やはり、怒っている。

（そうよ、私だって……もしエヴァン様が、私の知らないところで別の女性とふたりきりで会っていたら、嫌だわ）

　アンジュリーナは慌てて「ごめんなさい」と言った。

「なぜ謝るんだ」

　わけも言わず謝罪するのは得策ではなかった。ますますエヴァンの機嫌を損ねてしまったようだ。

「……話がしたい」

　エヴァンはアンジュリーナの返事を待たずに手首を掴み、なかば強引に歩きだす。

　図書室から歩いてすぐのゲストルーム――以前アンジュリーナが過ごしていた部屋だ――に入るなり、エヴァンはアンジュリーナの体を両腕で囲った。その表情は相変わらず険しい。

　ふだんと違うエヴァンの様相にアンジュリーナは戸惑う。

「俺との夜を拒むのは、フレディに惹かれているから？」

「ち、違います！」

「では、なぜ――きみは、いつまでも俺を受け入れてくれないんだ」

　苦虫を噛み潰したような顔だ。

「いや、待つと言ったのは俺だ。だが……」

　色鮮やかな瞳がわずかに潤みを帯びる。

「もう、待てない」

　その言葉のあとすぐ、目の前が真っ暗になる。

「んん、んっ……！」

　噛みつくように、荒々しく唇を食まれる。何度も、何度も執拗に上唇と下唇を啄まれた。性急なくちづけだ。フレディから渡された本が手から滑り、カーペットの上に落ちる。

　くちづけはそれだけでは終わらない。なにかが唇を割って入り込んできた。

「んむっ、う、うぅっ」

　アンジュリーナが苦しそうに呻いても、エヴァンは挿し入れた舌を退けなかった。肉厚な舌はアンジュリーナの口腔すべてを確かめるように、縦横無尽に走りまわる。

「愛している……っ、アンジュリーナ」

　舌が抜けてすぐに聞こえてきた言葉を鵜呑みにはできない。アンジュリーナは深いくちづけにひどく動揺していた。

「私の……いったい、どこ、を？」

　彼の言葉を疑っているのではない。ただただ、自分に自信がない。今世で、見目以外に認められるところがあるのだろうかと、いつも自分自身が疑問に思っている。

「どこ……？　すべてだ。きみの、全部」

　身が軋みそうなほど強く抱きしめられる。同時に、ドレスの裾がたくし上げられていく。

「あ――エヴァン、様」

　無意味な呼びかけだ。なんの抑止力にもならない。

　ドレスの中に潜り込んできたエヴァンの手がドロワーズを撫で上げ、クロッチの部分にまで達する。驚いてビクッと全身を弾ませると、エヴァンが首筋に吸い付いてきた。じゅううっと大きな水音を立てて肌を吸われ、ピリリとした痛みがひた走った。

「――っ!!」

　太ももに硬いものが押し当たっていることに気がついたアンジュリーナは考えるよりも先にエヴァンの体を両手で思いきり押しのけていた。首筋に痛みを覚えたせいもある。

「私の顔が醜くてもあなたのそこは同じ反応をしますかっ？」

　一息に言ってしまったあとで、激しく後悔する。エヴァンはいままでに見たこともないくらい大きく目を見開いて――愕然としているようだった。

　アンジュリーナは瞬時に顔色を失い、よろよろと後ずさる。

「ご――ごめ、ごめんなさいっ……！」

　部屋を飛びだし、そのままあてもなく駆ける。

　アンジュリーナの頭の中に直接、呼びかける声がある。

『どうしてそんなことを言ってしまったの？』

『彼の言葉が信じられないの？』

　いや、違う。

　信じられないのは、自分自身だ。

　寝室を飛びだしたアンジュリーナは行き先もわからぬまま廊下を駆け、階段を下りて庭へ出た。とにかく逃げだしたいという思いでいっぱいだった。

（私、なんてことを言ってしまったの……！）

　初夜を蔑ろにして待たせているのにもかかわらず、図書室で別の男性と会っていたとあれば、エヴァンが怒るのも無理はない。

　それなのに、彼を拒絶してしまった。なんてことをしでかしてしまったのだろう。

（すぐにでも部屋に戻って、謝るべきだわ）

　そう思うのに、足は庭の奥へ奥へと進む。これでは現実逃避だ。

　陽が落ちたばかりとはいえ庭は薄暗かった。奥へ進むにつれ人気ひとけもなくなっていく。

（少しだけ……少しだけ頭を冷やして、部屋に戻ろう）

　自分自身を落ち着かせて冷静になったあとで、きちんと謝罪しよう。

　アンジュリーナはそうして庭をさまよい歩いた。どれくらいの時間が経ったのか、頭の中が混乱していたせいでよくわからないが、あたりはすっかり暗くなっていた。

　城の敷地内ではあるが、建物からはかなり離れたところに来てしまった。そろそろ戻ったほうがいい。

「――レディ・バセット」

　この城で、そんな呼び方をするのはひとりしかいない。

「オーダム卿……」

　不穏にドクンと胸が鳴る。

「どうなさったのですか、泣き腫らした目をして」

　アンジュリーナはオーダムの問いには答えず、尋ね返す。

「なぜ……ここに？」

「窓の外を眺めていたら、あなたが駆けていく姿を見つけまして。なにごとだろうと思い、捜しておりました」

　じりじりと詰め寄られる。薄暗いせいか、あるいは彼とは口論になったことがあるからか、近づかれるのが怖いと思った。

「嫌なことがあったのでしょう？　いい機会です、ディランウッドへ帰りましょう」

「いや、です」

　ぶんぶんと首を横に振りながら後ろ歩きをする。

「なぜ、そう――頑なに拒むのです」

　憤りを押し殺しているような声音だった。険しい顔で睨みつけられる。

「私は、足掻きたい」

　発した声は思いのほか震えていた。それでもアンジュリーナは続けて言う。

「私が泣いていたのは、エヴァン様を傷つけてしまったから。だからきちんと謝罪して、許しを乞う。そして、できることならこの先もずっと、エヴァン様に寄り添っていたい」

　エヴァンにも伝えなければ、この気持ちを。

　きちんと伝える努力を怠ったせいで、誤解を招いて怒らせてしまったのだ。

「……っ、話をしても埒が明かないようだ」

　なにがおかしいのか、オーダムが笑う。

「噂で聞きましたよ。あなたはまだ純潔なのだと。だったらそれを奪ってあげましょう。そうすれば、ディランウッドへ帰らざるを得なくなる」

「――っ!?」

　言葉が出ない。恐怖心が一気に膨れ上がる。

「あなたは知らないでしょうが……社交界でお見かけするたびに、一度抱いてみたいと思っていた」

　舌なめずりをして、オーダムが迫ってくる。

（嫌……！）

　アンジュリーナは背を向けて逃げだす。オーダムが追いかけてくる。

（どうしてっ……）

　足が上手く動かない。心臓がドクッ、ドクッと脈を刻むたびに、体の動きが鈍くなっていくようだった。

「やっ――!!」

　腕を掴まれたことで足がもつれ、その場に倒れ込む。

　叢の上に両手をついたアンジュリーナはなおもオーダムから逃れようと、地面を這いつくばって彼から離れようとする。

「無駄です」

　抑揚のない声が、すぐうしろから聞こえた。肩を押され、体の向きが変わり仰向けになる。両腕を地面の上に押さえつけられれば、いよいよ動けなくなる。

　嫌だ、やめてと叫びたい。心からそう思うのに、声が出ない。瞳に涙が溜まり、視界がぼやけていく。両手両足が小刻みに震えだす。

「ああ、いいですねぇ……その顔」

　くっ、くっと笑い、オーダムはアンジュリーナのドレスの裾を捲り上げた。とたんに体の震えが大きくなる。

「怖がらずとも大丈夫、すぐに気持ちよくして――」

　不自然に言葉を切ったかと思えば、オーダムは瞬く間に視界から消えた。涙の膜が張って不明瞭だったせいで、なにが起こったのかすぐにはわからなかった。

　オーダムはザザザザッと音を立てながら地面の上を転がり、太い木の幹に背を打ち付けて止まった。

　薄暗い庭に、キィンッという音とともに一筋の光が見える。鞘から抜かれた剣が、月光を反射してそういうふうに見えたのだと、あとから気がついた。

　いったいなにが起こっているのだろうと考えながら立ち上がる。

　剣を携えたエヴァンは倒れ込んでいるオーダムの前に立ち、右手を大きく振り上げる。オーダムはそれを見て、地面に寝転んだまま「ひっ！」と悲鳴を上げた。

「エヴァン様――！」

　アンジュリーナは叫ぶのと同時にひた走った。エヴァンの体に抱きつき、オーダムから引き離そうとする。

　月明かりに照らされたエヴァンの横顔はいまだかつてないほど険を帯びていた。ふだんは美しいばかりの瞳が、怒り狂った獣のようにぎらりと光る。

「エヴァン様のお手が汚れてしまいます……！」

　彼の体を掴む手は相変わらずガタガタと震えていた。

　激昂しているエヴァンを怖いと思う気持ちもある。彼が剣を手にしているせいもある。

　それでも、止めなければならない。エヴァンのためを思えばこそ、絶対に。

　アンジュリーナは震える両手に力を込めてエヴァンの体を抱きしめる。

　天に掲げられていたエヴァンの右手がゆっくりと下降し、剣先が地のほうを向く。

「……わかった。然るべき断罪をしなければ、ディランウッドと友好関係を築けなくなるな」

　エヴァンが目を伏せると、複数の衛兵がやってきてオーダムを取り囲み、縄で縛り上げた。

　剣を鞘に収めたエヴァンはいまだに震えるアンジュリーナを両手で抱きしめる。

「すまない、つい――」

　張りつめていた空気が緩んだのがわかった。エヴァンはアンジュリーナの存在を確かめるように頭や頬、唇と肩、両手――と、上から順番に手で触れていった。そうしてアンジュリーナの体を力強く抱きしめる。
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　体をすっぽりと包まれると、それまでのあらゆる恐怖心が一瞬でかき消えた。

「……いいえ、謝らなければいけないのは私のほうです」

　エヴァンを拒絶し、部屋を飛びだした。オーダムに襲われたのは、自らの軽率な行動のせい。

「本当にごめんなさい、エヴァン様。私――」

　なにもかも打ち明けるべきだ。

　前世の記憶があること。

　以前の自分がとても醜かったこと。

　だから迷いがあるのだということを打ち明けた上で、それを克服してこれからの人生をともに歩んでいきたいのだということを、伝えなければ。

「……っ」

　なぜ言葉に詰まってしまうのだろう。なにを話せばよいのかわかっているのに、上手く出てこない。

　エヴァンはアンジュリーナが言うのをためらっているのがわかったようだった。

　頬に手のひらをあてがわれる。温かく、大きい。

「きみの中にはきっと、なにか支つかえがある。俺はじっくり、その支えを溶かすことにする。だって俺は、きみの夫だからだ」

　闇空にかかっていた薄雲がちょうど晴れたのだと思う。強烈な月光がエヴァンの漆黒の髪やヘーゼルアイを照らし、神々しさを加える。優美なほほえみは極上で、ずっと見ていると果てしなく魅了されそうだった。

　アンジュリーナは俯き、目元を擦る。溢れた水粒を拭うためだ。

「なぜ泣くんだ」

　焦燥を含んだ声が頭上から降ってきた。

「う、嬉しくて……」

　そう答えると、ふたたび腰に両腕がまわり込んできて抱き寄せられた。

（エヴァン様に、話したい）

　聞いてもらいたい。知っていてほしい。

　だが、そうしたら彼はどう思うだろう。

　葛藤しながらも、アンジュリーナはなにもかもを包み隠さず伝えようと決意した。

















第五章　転生令嬢につきお手柔らかにお願いします












　前世のことや、これからどうありたいのかをきちんと打ち明ける――つもりだった。すぐにでもそうしようと思っていたのに、あれから一ヶ月が経とうとしている。

　互いにとてつもなく多忙だ、というのは言いわけだ。しかし、日々公務に追われ食事の時間もままならないというのが現状である。

（でも、やっぱり……不安もあるのよね）

　前世の記憶があるなど、妄言だと思われないだろうか。気味悪がられないだろうかと心配になる。

　執務机に向かって書き物をしながら己の不甲斐なさに落胆していると、コン、コンと小さく部屋の扉がノックされた。

「はい、どうぞ」

「失礼します」

　宰相のクリスだ。小脇にはたくさんの書類を抱えている。それを見てアンジュリーナは心の中で「げっ」と叫ぶ。

「目を通していただきたい書類が増えましたから、どんどん片付けてくださいね、アンジュリーナ様」

　ニィッと笑うクリスに、アンジュリーナは「はぁ～」と盛大なため息をついてみせた。

「わかったわ」

　クリスとは以前よりも仲がよくなったように思う。互いにあまり気兼ねせず本音を言い合える。畏まった物言いをすることはほとんどなくなった。

（クリスと話しているといつも、懐かしい気持ちになるのよね）

　それは彼と会ったばかりのころにも感じたことだ。

「そうそう、オーダム卿ですが、先日ディランウッドへ護送されました。処罰はあちらで行われるでしょう。まあ、そう重い罪にはならないかもしれないですがね。失職と爵位の剥奪程度でしょう」

「失職と爵位剥奪って……じゅうぶん重い気がするわ」

　アンジュリーナが呟くと、クリスもまた独り言のように呟き返した。

「杏樹を傷つけたんだ、極刑でもいいくらいだ」

　彼の眉間には深い皺が寄っていた。ひどく憤っているのがわかる。

　アンジュリーナは碧い瞳を見開き、しばし言葉を失った。

「いま、私のこと――」

　小さな声だったが確かにそう聞こえた。

　昔の名前で、呼ばれた。

　するとクリスはビクッと全身を弾ませ、小脇に抱えていた書類の束をバラバラと床に落とした。

「ちょ、ちょっと」

　アンジュリーナは立ち上がり、クリスが床に散りばめた書類を一枚一枚、拾い集める。

「ああ、いや……いまのは、その――すみません」

　書類をすべて拾い終えると、クリスはソファの端に座って頭を抱えた。アンジュリーナは彼の向かいに座る。

「どういうことか、説明してほしいのだけれど」

　書類の束を落としてしまうほど動揺しているわけが知りたい。いつだって沈着冷静な彼らしからぬ行動だからだ。

　クリスは観念したように大きく息をついた。

「……私には前世の記憶があるのです」

　彼の発言に、脳天まで響くほどドクンッと大きく心臓が跳ね上がる。

「前世の私には『杏樹』という娘がいた。そして……私の思い違いでなければ、あなたは私の前世の娘だ」

「――!!」

　言葉が出なかった。驚きと戸惑いが一気に押し寄せてくる。

「あなたにも、前世の記憶があるのでしょう？　日本人らしさを――懐かしいものを感じるときがある。ほら、以前食事のときに手を合わせたでしょう。あれは、今世ではどの国にもない習慣だ」

　アンジュリーナはコクコクと頷くしかなかった。同時に、歓びが込み上げる。

　父親が、いま目の前にいるのだ。これ以上のことはない。そして、前世の記憶は夢の中の出来事や妄想などではないのだとはっきりした。

　クリスはアンジュリーナが同調したことに安心したのか、破顔した。

「最初からそうだと思っていたわけではありません。あなたがこの国にやってくるまではなにも知らなかった。ただ、前世の自分の娘の名に似ていたから……エヴァン殿下に、結婚相手として勧めた」

　アンジュリーナはすうっと息を吸い込む。

「ありがとう、私を推してくれて」

「どういたしまして。我ながら良案でした。エヴァン殿下は本当にいい方だ」

　何度も頷くことで同意と感謝を示す。

「前世での私のこと、覚えていますか？」

　クリスが不安げに訊いてきた。

「も、もちろんっ！」

　アンジュリーナは興奮を露わに身を乗りだす。

「あの……ええと……いまの私は以前とはかけ離れた見た目だと思うけれど。それでも……その……」

　言葉の最後のほうは消え入りそうだった。

　前世の父親が目の前にいるのだとは、いまだに信じられない気持ちもある。

　しかしそれ以上に、いまと昔では大きく違う自分のことを、彼がどう思っているのか気になった。

　クリスはアンジュリーナが皆まで言わずとも、意図がわかったようだった。

「外見がどうであれ、いまも昔もあなたは私の大切な娘だ。本質は、変わっていない。優しく、ひたむきで、思いやりに溢れている」

　過去の面影が重なって見えた。クリスの穏やかな笑みは、前世の父親そのものだ。むしろいままで、どうして気がつかなかったのだろう。

「……っ、わ、私――」

　言葉にしたいことがたくさんあるのに、上手くまとまらない。溢れてくるのは涙ばかりだ。アンジュリーナの瞳からは大粒の涙が零れ落ちていく。

「おやおや」

　ハンカチを差しだされたので、そっと目尻に押し当てて水粒を吸わせた。泣きだしてしまって恥ずかしいという気持ちを、ハンカチで拭う。

「……前世のこと、ほかのだれかに話したことはある？」

　アンジュリーナが目元の涙を拭いながら尋ねると、クリスは「これが初めてです」と答えた。

「打ち明けるのは……怖くなかった？」

　父親だとわかったものだから、いっそうくだけた話し方になる。

「多少は。きみが私のこと覚えていなかったり……たとえ記憶があっても、嫌がられたりしないか心配だった」

「嫌がるなんて！」

　クリスが苦笑する。

「前世で私はあまりいい父親ではなかった」

「……！　そんなこと、ない」

　記憶にある父親は口数が少なく掴めないところがあったが、仕事に真面目で母親にも優しかった。

　アンジュリーナは静かにため息をつく。

「私……その、エヴァン様に前世のことを打ち明けようと思っているのだけれど、なかなか言いだせなくて」

　するとクリスは大きく頷いた。それから、腕を組んでしばし考え込む。

「日本の料理を作ってエヴァン殿下に食べさせるのはどうですか？」

「日本の――料理？」

　クリスの突拍子もない発言にアンジュリーナは首を傾げる。

「前世の記憶がある、と言うだけでは説得力がないので、この世界にはない料理を作って信憑性を出すのです」

「なるほど！　……ああでも、材料が揃うかしら」

「それは私がなんとかしましょう。なにを作りますか？」

「うーん、そうね……」

　日本の家庭料理としていちばん初めに浮かんだのは『肉じゃが』だ。それをクリスに伝えると、

「わかりました。それならすぐにでも揃うでしょう」

　立ち上がり、部屋を出ていった。










　翌々日の夜、アンジュリーナは城のキッチンでさっそく肉じゃがを作りを始める。

　味付けに必要な醤油やみりんがこの国にはないものだから少し心配していたが、クリスは似たものを他国から取り寄せてくれた。

　野菜を切り、肉を炒め、鍋で調味料と一緒に煮込む。

（んん、懐かしい香り）

　醤油のような香ばしい匂いに食欲をそそられる。味も、問題なかった。上手く再現できた。

（エヴァン様のお口にも合うといいのだけれど）

　アンジュリーナはこの料理を皿に盛りつけてから、エヴァンのいる寝室へ向かおうと思っていた。

「アンジュリーナ？」

「エヴァン様……！」

　彼がキッチンにやってきてしまったことで予定が狂う。

「なにを作ってるんだ？」

　興味津々といったようすでエヴァンは鍋を覗き込む。

「あ……ええと、その」

「変わった匂いがするな」

「まずそうですか？」

「いや、いい匂いだ。ぜひ食べてみたい。これは……ディランウッドの家庭料理か？」

「いいえ、違います。日本、です」

「ニホン……？」

　トクン、トクン。

「私が……この世界に生まれる前に、いた国です」

　ドクン、ドクン。

　心臓の音がうるさい。

　エヴァンは何度も瞬きをしたあとでアンジュリーナを凝視する。

「それは、前世ということか？」

　頷き、料理を皿によそい、フォークを添えて差しだす。

　心臓はドクドクと連続して高鳴っていた。

　じゃがいもがエヴァンの口に運ばれるのを眺める。彼の反応が気になって仕方がない。

　前世の話をどう思っただろうか。

　料理の味をどう思っただろうか。

　エヴァンはごくりと喉を鳴らした。

「……そうか。それで美味いわけだ」

　ニッと笑う彼の顔を見て、アンジュリーナは安堵した。

「驚かれないのですか？」

「これでも驚いている」

「……お疑いに、ならないのですか？」

「きみの言うことに嘘はない」

　そうきっぱりと断言されると、嬉しい反面、気恥ずかしくなる。

　エヴァンは立ったまま料理を食べ進める。

「あ、どうぞお座りになって」

　丸椅子を勧めると、エヴァンは「ああ」と言いながら空になった皿を戻してきた。

「もっと食べたい」

　アンジュリーナは満面の笑みで「はい」と答え、ふたたび料理をよそう。

（気に入ってくれたみたい……よかった）

　なにもかもをすんなりと受け入れてくれた。以前から感じていたことではあるが、エヴァンの懐の深さには敬服する。打ち明けるのをずっとためらっていた自分が恥ずかしい。

　エヴァンはアンジュリーナが作った肉じゃがをすべて平らげた。

「ほかにも、その『ニホン』の料理で覚えているものはあるか？　もっといろいろなものを食べてみたい」

「そうですね、覚えています。私もぜひ、エヴァン様に食べてもらいたいです」

　アンジュリーナはエヴァンの瞳を見つめて言う。

「前世の私は……とても醜かった。だから……エヴァン様の想いに素直に応えることがなかなかできず――申し訳ございませんでした」

　言葉の最後のほうは涙声になってしまった。エヴァンはアンジュリーナの肩を抱いて首を横に振る。

「アンジュリーナはアンジュリーナだろう？　たとえまた生まれ変わって姿形が変わっても、俺はきみを見つけだして愛する。絶対だ」

　エヴァンの力強い言葉を聞いてさらに涙腺が刺激され、とうとう瞳から涙が零れる。

「どうして泣くんだ」

　困ったような笑顔を浮かべてエヴァンはアンジュリーナの頬を手のひらで覆う。そうされるとますます感極まって、涙が溢れた。

　アンジュリーナが泣き止んだあと、ふたりは協力して後片付けをした。無論、このことは周囲には秘密だ。王太子と、王太子妃が夜中のキッチンでこのようなことをしているのだとは、知られてはならないから、ふたりだけの秘密である。

「先に湯浴みしてくるといい」

　夫婦の寝室に戻るなりエヴァンが言うので、アンジュリーナはすぐに言葉を返す。

「わかりました。ではご一緒にどうですか？」

「ああ、もちろ――ん!?」

　愛しの夫は、前世のことを語ったときよりも遥かに驚愕して、目を剥いている。

「アンジュリーナ？　いま――」

　彼がすべてを言い終わる前に言葉を被せる。

「以前……船の中で、誘ってくださったことがあったでしょう……？」

　自分から誘うなんてはしたないことだと思う。だが、そうしたかった。

「い、行きましょう」

　エヴァンの服の裾を引っ張り、浴室へ連れ込む。彼が珍しくずっと戸惑っているので、ほんの少しだけ面白かった。

「背の紐を解いていただけますか」

　彼に背を向けて、ドレスの編み上げ紐を解くよう頼む。

　鏡に映るエヴァンの喉元が、ゴクッと動くのがわかった。

　エヴァンはドレスの編み上げ紐だけでなくコルセットのそれも手早く解いていった。

　無防備になると――自ら望んだことなのに――逃げだしたい気持ちになったが、その場に踏みとどまる。

　ドレスとコルセットを一緒くたに床へ落とし、シュミーズとドロワーズもすべて脱いでしまう。

　アンジュリーナはゆっくりとエヴァンと向き合った。

「見て……さわって、ください」

　もっと毅然と言うつもりだったのに、声はか細く震えていた。

「あなたのすべてが、愛しいから……私のすべてを、その手で確かめてもらいたい」

　羞恥心で頭の中が爆発しそうだった。

　それでも、決めていた。一度は拒んでしまった。だから、覚悟が決まったら自ら事を起こそうと秘かに決意していたのだ。

　エヴァンは目を見開いて驚きながらも、アンジュリーナから視線を逸らそうとはしない。

「……では、そうさせてもらう」

　微笑をたたえ、鮮やかな彩のヘーゼルアイを細める。

　両頬を大きな手のひらで覆われれば、自然と彼の瞳を見つめることになる。

　エヴァンの視線にこれほど長く応えるのは初めてだ。いつも見つめ返せずにいたが、いまはできる。ようやく――彼の瞳の美しさを堪能できる。

　しかしエヴァンの瞳は閉ざされてしまった。唇が重なり、瞳を楽しむどころではなくなる。

「ん……っ」
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　上唇と下唇を交互に食まれる。頬にあった両手が、肌を撫でながら肩のほうへと下りていく。

　唇同士をぴたりとくっつけたまま鎖骨を親指でなぞられる。くすぐったくて笑いだしたくなったが、エヴァンの手指の先が膨らみの上部を掠めたので今度は叫びだしそうになった。

「……ッ、エヴァン様」

　唇がほんの少し離れたすきに呼びかけた。

「前世の記憶がある――というのは、混乱することも多かったんじゃないか？　それなのに、異国に嫁いで……頑張ってくれている。心から感謝する」

　そうして頭を撫でられると、涙腺が熱くなる。

「前世のことを含めいまのアンジュリーナがあるのだろう。過去も、現在いまも、未来も――きみのすべてを俺は愛している」

　その言葉に、なにもかもを溶かされた。

　前世のしがらみ、億劫な心、頑なな気持ち。すべてが流れだして、彼への想いだけが残る。

「愛しています、エヴァン様」

　思いがけず涙声になってしまった。

　伝えたいことはもっとある。これからなにがあっても一生を添い遂げたいだとか、微力ながらも支えになりたいだとか。

　それなのにやはり、言葉に詰まってしまう。苦しいくらいにぎゅうっと抱きしめられているせいもある。

「アンジュリーナ……ッ」

　思いつめたような声を発してエヴァンはアンジュリーナの背を両手で撫で上げ、肌の柔らかさを確かめる。

「あ……ぁっ」

　背中から脇腹を通って前へやってきた手のひらが膨らみの端のほうを捉えた。豊かな乳房にエヴァンの指がふにゃりと沈む。

　ふたつの膨らみはエヴァンの手指に押しつぶされ、様々な形になる。薄桃色の部分には触れず、柔肉の部分をふにふにと弄ばれる。

「やっ……エヴァン様……！」

「きみが言ったとおりにしているだけだが？」

　エヴァンが不敵に笑う。『見て、さわって』と言ったのはまぎれもなく自分だ。発言を悔いはしないものの、こうも執拗に乳房を揉みまわされると恥ずかしくてたまらない。

　頬を朱に染めるアンジュリーナの顔と胸元を交互に、じっくりと見まわしながらもエヴァンは手を休めない。

「そ、そうです、けれど……そろそろ、中へ――」

「中？　……きみの？」

　口の端を上げてニッと笑うのはきっと、アンジュリーナの真意がわかっているから。からかわれている。

「ちちっ、違います！　湯浴みをっ、するために、中へ……！」

　浴室を指さすとエヴァンは抑えた声で「ははっ」と笑った。

「先に行っていてくれ。俺も服を脱ぐ」

　そっと、名残りを惜しむように乳房を解放され、肩に手をあてがわれる。アンジュリーナはすぐに胸を押さえて浴室へと入った。

　タイルの上をひたひたと歩き、石造りの丸い浴槽の端に腰掛けてエヴァンを待つ。足だけ湯に浸かっている。

　ペタペタという音が聞こえてきたので振り返る。アンジュリーナはそのまま顔を動かせなくなった。

　浴室の薄明かりに照らしだされたエヴァンの裸体は彫像のごとく美しく芸術的だった。上半身は前にも見たことがあるが、下半身まで晒された状態だとよりいっそう肉体美を感じる。

　すっかり見惚れて、つい忘れてしまう。自分も裸なのだということを。

　いや、忘れていたほうがいい。そうでなければ、恥ずかしさで心身が押し潰れる。

　エヴァンはアンジュリーナのすぐうしろに座った。逞しい両腕に抱き込まれる。

　中指の先が胸の谷間をツツツッと撫でて這い上がり、顔へとやってくる。正面を向いていたアンジュリーナは、エヴァンの両手に促されて斜め後ろを向く。

　いつも笑顔でいることが多い彼なのに、いまは違う。切羽詰まったような眼差しだ。

　どうしたのだろうと疑問に思い口を開きかけると、噛みつくように唇を塞がれた。

「ン、ンンッ……！」

　口を半開きにしていたからか、肉厚な舌が割り入ってきた。上顎を蛇行して、舌を絡め取り、歯列のすべてを這いまわる。獰猛なのは舌だけではない。彼の両手が乳房を鷲掴みにして、ぐにゃぐにゃと揉みしだいている。

「んぅっ、ふっ……うぅっ」

　アンジュリーナが苦しそうに呻いたので、エヴァンは唇を離して彼女を観察する。しかし両手はそのままだ。湯を掬い、体に塗りつける。そうして全身が湿っていく。湯浴みなのだから当然のことだが、彼の手にそうされるとひどく淫らだ。

　エヴァンはアンジュリーナの濡れた全身を両の手のひらで丹念に撫で摩る。膨らみのあたりは特に入念だった。ふたつの乳房を中央に寄せたり離したりと手遊びする。

「ひとつ……訊いてもいいか？」

「は、はい……？　なんでしょう」

「きみは、前世では――恋人はいたのか？」

「い――いたことも……ありましたが、ごく短い期間でした」

　エヴァンは不満そうに唇を尖らせる。

「たとえ短い期間だったとしても妬ける」

　膨らみのいただきは触れられずとも尖っていた。エヴァンはそこを、アンジュリーナの背後から覗き込むようにして凝視する。「見ないで」と言いたいところだが、それは先ほどの発言と矛盾する。

「ふぁっ、あぁ……」

　湯で湿った薄桃色のまわりを、骨ばった指先がぐるぐると周回する。

「んぁ、あ、あっ」

　尖った頂点には触れそうで触れない。触れてほしいような、そうでないような、複雑な心境になる。

「アンジュリーナ――」

「ひゃっ！」

　突然、耳元で名を呼ばれ、全身がビクリと跳ね上がる。

「……かわいい」

　囁き声が耳朶をくすぐる。エヴァンがどんな顔をしているのか知りたいのに――恥ずかしくて――彼のほうを見ることができない。

「どこもかしこも……なにもかもが、かわいらしい」

　言いながらエヴァンはようやくアンジュリーナの胸蕾を指でつついた。

「あぁっ……！」

　つい大きな声が出てしまい、よけいに羞恥心を煽られる。エヴァンはアンジュリーナに頬ずりをして、いまだに湯で湿った胸飾りを指先でつんつんと突いた。

「やっ、やぁっ……んん」

　喘ぐアンジュリーナをよそに、エヴァンは悩ましげなため息をつく。

「さわりはじめのころより、硬くなった。どんどん、硬くなっていく」

　感触を愉しむようにエヴァンは指の腹で胸先を擦り合わせる。すり潰されているようだった。

「あっ……それ、だめです……！　ん、んんぅっ」

「だめ？　痛い？」

「い、痛いわけでは――」

「では、なぜ？」

　彼の片手が足の付け根へ伸びていく。

「そっ、それもだめ……です！」

「それ、とはなんのことだ？」

　とぼけた調子で言って、エヴァンは浅い茂みを指先でかき乱す。左手の人差し指で薄桃色のいただきを捏ね、右手の親指と中指は足の付け根を軽く撫でる。

　気持ちがよくて、恥ずかしくて、自身の顔を両手で覆う。

「どうしたんだ、アンジュリーナ」

　耳たぶをぺろりと舐め上げられた。尖りきった薄桃色の屹立を指で弾かれる。足の付け根は、淫芽のまわりを抉られている。

　アンジュリーナは言葉なく何度も首を横に振った。それでもエヴァンは手を休めない。

「もう、やめられない――」

　恍惚とした表情を浮かべて、蜜の溢れ口を指で探る。そこが濡れているとわかると、エヴァンは嬉しそうに口の端を上げた。

　親指の腹が肉粒を捉えると、「ひあぁあっ！」と大きな声が出る。はしたない声だと思うのに、抑えられない。

「ひゃうっ、ううぅっ……あ、ぁっ！」

　そこは快楽の源だ。彼が触れるのならどこだって気持ちがいいが、その箇所は特にそうだ。エヴァンは淫核を親指で左右に嬲りながらアンジュリーナの体内に指を沈めていく。

　そのようすを、見ていたいわけではないのに目を逸らせない。彼の指が自分の中に入っていくのを目の当たりにして、羞恥心が膨れ上がる。

「平気か？」

　その問いには頷くことしかできなかった。痛みはない。あるのは違和感と、そして指が体の内側を擦る強烈な快感だけだ。

　エヴァンはアンジュリーナの中に埋めた指をゆっくりと抜き差しした。ぐちゅ、ぬちゅっと水音が立つ。

「ふっ、う……んんっ」

　口から声が漏れるのも恥ずかしいが、下半身からそのような音がするのもまた堪える。穴かあったら入りたい。

「あ……あ、ぁっ」

　エヴァンの指は一定のリズムを刻んで肉壁を擦る。恥骨の裏側あたりだ。緩慢な動きだというのに、手足の先が痺れるような快楽が迸る。淫らな核への刺激とあいまって、体の中で言いようのないなにかがどんどん大きくなっていく。

　アンジュリーナは「エヴァン様」と呼びかけながら首を横に振った。しかしエヴァンは目を細めるだけだ。肉壷の中で執拗に指を動かし続ける。

「だめっ、なんだか――あ、ぁあ、ふぁあっ……！」

　自分の意思ではどうしようもなかった。秘めた箇所からなにかが噴きだして、湯面に散る。

　これがなんなのか、きっと今世の知識だけでは知り得なかっただろう。知識があっても、まさか自分がそうなるとは思ってもみなかった。

　肌を上気させて肩で息をするアンジュリーナの体を抱え上げ、エヴァンは浴室を出る。濡れた体を拭きもせずベッドに仰向けに寝かせられて焦る。

「濡れて、しまいます」

　エヴァンはアンジュリーナの膝を左右に割り、その中央を見つめながら、

「そうだな……ぐしょぐしょだ」

　感心したように呟いた。アンジュリーナの蜜壷からは愛液が零れ落ちていた。

「シーツが、です……！」

「俺もそのつもりで言ったが？」

　いたずらっぽくニッと笑う彼を睨み上げるが、そうして見つめているのもしだいに恥ずかしくなる。

「エヴァン様、なんだか……いじわる、です」

「それは、すまない」

　エヴァンの両手が伸びてくる。

「きみが愛しいから、そうしたくなるんだ」

　左手は乳房を掴み、もう片方の手は髪の一房を取った。アンジュリーナの長い金髪を手繰り寄せ、くちづける。

　ごく真面目な顔つきで「アンジュリーナ」と呼びかけられる。同時に、脚の付け根になにかをあてがわれた。視線を落とすと、見るからに硬い雄物の切っ先が体内に沈み込もうとしている。

（いよいよ、なのだわ）

　とたんに緊張して、全身に力が入る。

「楽にしていてほしい。難しいかもしれないが。……俺も、そうだ」

　右頬にあてがわれたエヴァンの手のひらは少し汗ばんでいる。湯から上がったばかりだからだろうか。

「だがそのほうがきっと、いい」

　宥めるように胸や腹を撫でまわされる。湿った手のひらが肌の上を這うと、しだいに心身が落ち着いてくる。

　いや、緊張しているのには違いない。胸は相変わらずトクトクトクと忙しなく脈打っている。

　エヴァンは蜜口に突きつけていた肉棒をグッ、と中へと進ませた。

「あっ……！」

　指よりも圧倒的に大きなそれが、体の内側へと押し入ってくる。彼の熱情が流れ込んでくる。その箇所を中心に熱が体の端々まで広がっていく。

「ふっ……ぅ、ん……ッ」

　肉襞をずず、ずずずっと擦りながら、一物は吸い込まれるように奥へと進む。

「――っ!!」

　突如、引き裂かれるような痛みに見舞われた。アンジュリーナは奥歯を噛み締める。破瓜の痛みに関する知識だって持ち合わせていた。こういうものなのだとは前世でも知っていたし、今世でもガヴァネスに教わった。

　覚悟はしていたが、痛いものは痛い。

「……つらいか？」

　平気なふりをしているつもりだったが、エヴァンには痛みが伝わってしまったらしい。しかしエヴァンのほうが、辛そうな顔をしている。

　アンジュリーナはほほえんで首を横に振った。嘘をついたのではない。痛みはあるものの、辛くはない。彼の切ない一部を受け止めているのだという幸福感に満ちている。

　エヴァンは眉根を寄せたままアンジュリーナの額にちゅっとくちづける。

「ずっと……ずっと、きみと繋がりあいたかった」

　熱塊が最奥まで達する。下腹部にズンッと響いたが、心地よい振動だった。

「なにもかもを繋ぎとめたいと、願っていた」

　エヴァンが大きく息をつく。熱い吐息が頬を掠める。

「愛している、アンジュリーナ。いま、きみのすべてを感じている」

　彼が目を伏せると、まつ毛の長さが際立つ。口を半開きにして「は、ぁ」と小さく息を漏らすエヴァンは艶めかしい。

「んっ、んん……。あぁっ……」

　蜜洞の中にある肉槍が前後に揺れはじめる。アンジュリーナの体を気遣っているのか、律動は極めて緩やかだ。エヴァンはそうしてしばらく、ゆっくりと腰を揺さぶった。

（痛みが引いてきた）

　ちりちりとした痛みはまだあるが、先ほどの比ではない。それよりも、内側を擦られる快感のほうが大きくなってきた。

「もう……痛みはないか？」

　アンジュリーナはすぐにコクリと頷く。するとエヴァンは安心したように口元を緩ませた。

「ひぁっ!?　やっ、んぁあっ……！」

　痛みがないとわかったからか、エヴァンは急に腰の振り幅を大きくした。ぐちっ、ぬちゅっという水音が広い寝室にこだまする。

　湯上がりで濡れていた体は、いまは汗で湿っている。それは彼も同じだ。

　猛り狂った剛直で、肉壷の中をあますところなく四方に突きまわされる。濡襞のすべてを蹂躙される。エヴァンの額には汗雫が滲んでいる。

「ふあぁっ、あっ……やっ、はげし……んぅう、はぅっ！」

「そうか……？　だが、悦いい……っ」

　恍惚とした表情の彼を見ると、繋がりあっている部分がキュッと締めつけられる。

「アンジュリーナは？　よくない、か？」

　口元を押さえて首を左右に振る。素直に「いい」のだとは言えなかった。

　だがエヴァンにはきちんと伝わったらしく、彼はとても嬉しそうだった。

　薄くほほえんだまま、抽送は速度を増す。

　唇に唇が重なった。それでも、彼の動きは鈍らず激しさを保ったまま、どんどん追い詰められる。体の端々からなにかが駆け上がってくる。

「んっ、んんぅ……ッ！」

　駆け上がってきたなにかが爆ぜて、全身に快感の波が広がる。ドクン、ドクンと脈打っているものが自分自身なのか、あるいは彼の一部なのかわからない。

　エヴァンは口を半開きにして「は、はっ……」と荒く息をしながらアンジュリーナに覆いかぶさった。とろんとした目つきでアンジュリーナの髪を撫でる。

「……夢みたいだ」

　ほんの少しだけ首を動かして彼のほうを見ることで、話の続きを促す。

「いや、実際……夢には、見ていた。きみと、こうするところを」

　彼がごく間近でほほえむので、アンジュリーナは頬を赤く染めずにはいられない。

（こういうことって……すごく、怖いものだと思っていたけど）

　そうではなかった。

　繋がりあっているとき――いまだって、彼の優しさがひしひしと伝わってくる。

　愛おしげにアンジュリーナの髪の毛を撫でていたエヴァンの右手がしだいに膨らみのほうへと下りていく。

「夢、のように思えてならないから……現実のものだと確かめるために、もう一度だけ……いいか？」

　乳房の片方を大きな手のひらに押し上げられる。アンジュリーナはとたんに目を見開いた。

「今日はもう、無理です……！」

「そう言わず」

　エヴァンは目を細め、神々しいまでの極上の笑みを浮かべる。冗談なのか本気なのかわからない。

「俺のかわいいアンジュリーナ」

　大きく息をつきながらエヴァンが馬乗りになってきた。

「エヴァン様……！」

　そのあとに続く言葉はない。アンジュリーナは口をパクパクと動かすばかりでなにも言えなくなった。

　夜が更けても、ふたりの寝室から明かりが消えることはなかった。










　ディランウッドから来た新任の外交官は気さくで話のわかる男だった。クリスは彼と積極的に交渉した。エヴァンとアンジュリーナもまたディランウッドと友好関係を築くことに誠意を示した。

　そうして、ハードフィルトとディランウッドのあいだで友好条約が締結されることとなる。

　いちばんの争点だった両国間の海は、クリスの強い推しにより『アンジュ海峡』として呼称を統一し、両国から半分の地点で海域を分けることになった。

　クリスが前世の父親だと知ったエヴァンは冗談っぽく「親ばかだ」と言って呆れていた。アンジュリーナは少し恥ずかしいと思いながらも、今世にも通じる前世の名のついた海に親しみを覚えた。

「そうだ、ハネムーンはディランウッドにしようと思っているんだが、いいか？」

　寝室のベッドの中、エヴァンの腕に包まれ微睡んでいると、思いだしたようにエヴァンが言った。

「はい。私はどこへでも」

　アンジュリーナはエヴァンの胸に顔を埋めたまま答えた。彼と一緒ならばどこへ行っても楽しめる。

「以前きみが、ディランウッドのことは母国だがあまり知らないと言っていたから……一緒に名所をまわるのはどうかと思って。きみの両親への挨拶もかねて」

「……！　ありがとうございます」

　微睡みから覚め、上を向く。

　喜ぶアンジュリーナの唇にちゅっと触れるだけのキスを落として、エヴァンは「楽しみだ」と呟き目を閉じた。










　エスポワール号から望むディランウッドの港は、ほんの数か月ぶりだというのにやけに懐かしく思えた。

　船から馬車へと乗り換え、森の小道を進む。ディランウッド国は王都から少しでも外れるとすぐに田舎道に出る。舗装されていない道は凹凸が多く、馬車はガタガタと揺れる。

「申し訳ございません、エヴァン様」

「なにがだ？」

「いえ、道が悪いので……揺れてしまいます」

「なんだ、そんなことか。きみのせいではないし、これはこれで楽しい」

　エヴァンは向かいではなくすぐ隣に座っていた。彼は居室でも、そうして隣に座ることが多い。

「この揺れの中、きみを抱いたらもっと楽しいだろうな……」

　そんな言葉とともに腰を抱かれたアンジュリーナはぎょっとして首を横にぶんぶんと何度も振る。

　するとエヴァンは苦笑して「冗談だ」と言った。アンジュリーナは怪訝な顔で目を細める。

（本当に冗談かしら）

　このところは昼夜を問わず求められることがある。そういうときは、先ほどのようにはっきりとした態度を取るのがいちばんだと学んだ。

　彼と睦みあうのが嫌なわけではない。ただ、ハネムーンはまだ始まったばかりだ。いまからそんな調子では、ハードフィルトに帰国するころには歩けなくなっているかもしれない。エヴァンはいつだって優しいが、一度繋がりあうと歯止めが利かなくなるのか、時折とんでもなく激しいのである。

　アンジュリーナはコホンと咳払いをして「あともう少しで着くはずですから」と言って窓の外を見た。

　言葉のとおり、目的地が見えてきた。馬車を降り、木洩れ日の中をしばし歩く。

「金糸の滝、と呼ばれているのだったな」

　アンジュリーナは「はい」と相槌を打ちながら、その光景に見惚れた。

　滝の向こう側にある岩壁は黄土色だが、流れる水が陽光に晒されると金色こんじきに輝いて見える。

　水の細い束がいくつも流れ落ちる様はまさに金糸が連なっているようである。

　話には聞いていたが初めて見た。ここはディランウッドいちの名所である。

「王都からさほど遠くない場所にこのような名所があるのは、いいな。ハードフィルトではそうはいかない」

　裏を返せばディランウッドが田舎ということなのだが、エヴァンの言葉に水を差してはいけないのでなにも言わなかった。

「あたりを少し散策しようか、ふたりで」

　従者には時間を決めて落ち合うよう指示をして、エヴァンはアンジュリーナと並んで歩きだす。

　ドロシーはいまここにはいない。港で船を降りたあと、実家に帰った。しばしの休暇だ。ドロシーは「おともします」と言っていたが、彼女の実家からたびたび手紙が来ていたのを知っていたので、この機会にと帰省を勧めた。「よろしいのですか？」と少し戸惑いながらもドロシーは嬉しそうだった。

　太く、それでいて背の高い木を見上げながら歩いていると田舎道に出た。すると突然、雨が降ってきた。

「あの木の下へ」

　エヴァンに手を引かれ、大きな木の下まで小走りする。

「通り雨だろう。すぐに止む」

　その言葉のとおり雨はすぐに止み、空には七色の橋が架かる。

（きれいな虹……）

　澄んだ空に架かる虹と、雨上がりの清浄な空気に酔いしれる。だから、気がつくのが遅れた。すぐそばに荷馬車が近づいていることに。

「――っ!?」

　荷馬車の御者はあさっての方向――虹が出ているほうを見ていた。眼前に迫った大きな荷馬車を前にして、過去の記憶が蘇る。前世の最期が、鮮明に浮かんだ。

　アンジュリーナは指一本すら動かせなかった。

　目の前が急に、凄まじい速さでぐるぐると歪んだ。地面を転がったのだとは、あとから知った。

　その場に立ちすくむアンジュリーナをエヴァンは包み込むように抱きしめ、地を転がることで荷馬車を避けた。

「……っ、怪我は!?」

　アンジュリーナは言葉もなく首を横に振る。

「私は、平気です……っ。それよりも、エヴァン様のほうが」

　エヴァンの白い上着はところどころ破け、血が滲んでいる。

「ああ、これくらいなんともない。荷馬車が近づいていたのに気がつかなかった俺がいけないんだ。きみを危険な目に遭わせた」

「そんな……！」

　虹に目を奪われていた自分自身の不注意だ。エヴァンに非はない。

「――こりゃ、すんません！」

　荷馬車が停まり、御者が大慌てで降りてくる。

「きれいな虹が出たもんでつい、余所見を……」

　エヴァンの傷を見るなり荷馬車の御者は青ざめて、頭を下げて何度も謝罪した。

「詫びにもなりませんが、もしよかったら」

　馬車の荷台からワインボトルを取り出し、アンジュリーナに持たせる。

「そうか、ではありがたく」

　エヴァンは快くワインを受け取り、「互いに余所見はいけないな」と寛容な言葉で御者を慰めて荷馬車を見送った。










　その日の夜は郊外の迎賓館に宿泊した。

　広大な森にぽつんと佇むその館は別段、凝った意匠というわけではなく慎ましやかな装飾しか施されていない。しかしそれが、森の自然と上手く調和している。

　アンジュリーナとエヴァンは緑色を基調とした落ち着いた風合いの部屋で押し問答をしていた。

「いけません、エヴァン様」

　エヴァンは昼間、荷馬車の御者から渡されたワインをさっそく飲もうというのだ。

「せっかくのいただきものですが、腕の傷に障るかもしれません」

「かすり傷だ。問題ない」

「でも……せめて今夜だけは、お控えください」

　エヴァンは顎に手を当てて「んん」と唸る。

「では俺の代わりにきみが飲んでくれ」

　アンジュリーナは深緑色のソファの上でビクッと肩を弾ませる。

「わ、私も……けっこうです。今夜はご遠慮します」

「だがきみはいつも『遠慮』して、まったく飲まないじゃないか。酒を飲むと、どうなるんだ？」

　興味津々といったようすでエヴァンが身を乗りだす。

「その……飲みたい気持ちはあるのですが、お酒には弱いもので」

　前世では浴びるように飲んでいたがいまは少しでも口にすればすぐに顔が赤くなってしまっていけない。

「飲みたいのなら、飲むといい」

「ですが……」

「ではやはり俺が飲むとしよう」

　エヴァンはワインボトルの封を開けてしまう。

「だっ、だめです」

　アンジュリーナが制しても、エヴァンは聞かない。ワインボトルを直接、口に咥えるエヴァンを見てアンジュリーナは絶句した。

「エヴァン様！」

　せめてグラスに注がなければ、いくらなんでも飲みすぎてしまう。

　エヴァンはすぐにワインボトルから口を離した。そのことに安心したのも束の間、腰を抱かれ、唇を塞がれる。

「んむっ……！」

　ほのかな甘みが口の中に広がり、喉をごくりと動かさずにはいられなくなる。

「ああ、いいな……こうやってきみに酒を飲ませるのは」

　アンジュリーナの口の端から零れた赤いワインをぺろりと舐め取り、自身も舌なめずりをしてエヴァンはふたたびワインボトルを呷る。

「な、なっ――ん、ふぅっ……！」

　エヴァンはアンジュリーナにくちづけてワインを流し込む。それを何度も繰り返す。

「んゃ、あぁ……っ」

　全身が熱くなり、汗ばんでくる。

「アンジュリーナ……？　どこもかしこも真っ赤だ」

　エヴァンはようやくワインボトルをテーブルの上に置いた。

「本当に酒に弱いんだな。気分は、悪くないか？」

　アンジュリーナはエヴァンにしなだれかかる。

「気持ちいい、です」

　こういう感覚は久しぶりだ。ふわふわとして夢見心地である。

　エヴァンは口の端を上げ、掠れ声で「そうか」とだけ返した。彼の両手が太もものあたりから這い上がってくる。

「ん、んんっ……」

　ナイトドレスは薄手で、コルセットはおろかシュミーズもドロワーズも身に着けていないから、とても無防備だ。エヴァンの手のひらのごつごつとした感触が如実に伝わってくる。

　ドレス越しに脇腹を撫でる両手がくすぐったいのに、酒が入っているせいか快さもあって、複雑だ。

「ぁっ……！」

　ふたつの膨らみを鷲掴みにされ、大きく揉みまわされる。滑らかなドレス生地だが、薄桃色の先端に擦れるとじれったくなる。

　そのことに気がついたらしいエヴァンがドレス生地の上から胸飾りを突く。微細な刺激でも棘はすぐに凝り固まって、主張を強くする。ふたつの屹立はすぐにぷっくりと浮き立った。

「尖るのが早いな？」

　からかうような調子で言われた。瞬時に頬がカッと火照る。

　薄手のナイトドレスの上から胸飾りをつんつんと指先で弾かれると、足の付け根に熱だまりが生まれて手足の先まで甘く痺れる。

「はぁ……んっ、あぁ……！」

　さんざん突きまわされたあとは指の腹で擦り合わされる。ドレス生地と薄桃色との摩擦はえも言われぬ心地よさだ。高い声がひっきりなしに漏れでてしまう。

　喘ぐアンジュリーナをまじまじと見つめながらエヴァンは片手をドレスの内側へと忍ばせた。足の付け根を掠め、へそを通って這い上がり、右の膨らみを掴む。

　二本の指で薄桃色のいただきをつままれ、「ひぁっ！」といっそう高い嬌声を上げる。ふたつともじかに触れてくれればよいものを、左側の胸蕾はドレス越しのままだから、じれったくなってくる。

「肌が熱い」

　エヴァンは目を細め、くすぐるように指先を動かす。

「それに、ここ……いつもよりももっと、硬い気がする」

「んんぅ……！」

　指摘されるとますます恥ずかしくなって、よけいに凝り固まる。

　エヴァンがおもむろに身を屈める。赤い舌が膨らみの頂点を捉え、ドレス生地ごと敏感な棘を濡らしていく。

　そうして唾液で湿らされると、生地が透けて薄桃色が目立ちはじめる。

「やっ、やぁ……」

　身じろぎすると、濡らされていないほうの棘を指でキュッと強くつままれた。アンジュリーナは全身を大きく弾ませる。

「ああ、跳ね返しが強い」

　薄桃色の珠玉のすぐそばでエヴァンは言葉を紡ぎ、舌を這わせてねっとりと舐め上げながら右手で白い肌を辿る。

「――あっ」

　エヴァンの右手が下腹部の茂みを掠めた。円を描くように恥丘を撫で、指先は裂け目のほうへと下りていく。

　心の奥底ではずっと、そこに触れられたいと思っていたものだから、ほんの少しでも割れ目の表皮を辿られると瞬時に快感を覚えた。

　それくらいで気持ちがよくなっているのだとは知られたくないので必死に声を我慢する。

「んぅ、んん、くぅ……っ」

　どれだけ懸命に耐えていても、くぐもった声が出てしまう。胸飾りをつままれ、もう片方の棘は舌先でドレス越しに舐めしゃぶられているのだ。その上で淫唇をくすぐられれば、嬌声を出さないようにするほうが難しい。

「ふあぁ……！」

　とうとう大きな声で叫ぶ。それでもエヴァンは花核には手を出さない。アンジュリーナはたまらず呼びかける。

「エヴァン様、どうして――」

「んん？」

　最愛の夫はとぼけた調子で返してニィッと笑う。アンジュリーナは下唇を噛んでエヴァンを見つめた。

「そんなにかわいらしく見つめられたのではたまらない」

　短く「はぁ」と息をつき、嬉しそうな顔のままエヴァンはナイトドレスの裾を掴み一気に引き上げた。

「ひゃっ」

　胸や下半身が突然、明るみに出て驚く。ナイトドレスは首の下でもたついている。もう何度も見られているとはいえ、こんな恰好でソファに座っているのは裸でいるよりも卑猥な気がしてならない。

　エヴァンは薄くほほえんだままアンジュリーナの素肌を見まわし、あらためて乳房と秘核に手を添え、胸の蕾に唇を寄せる。

「んぁあ、あっ、はぁ……！」

　ざらりとした舌が、薄桃に色づいた箇所を緩慢に舐め上げる。ドレス生地越しにされるのとは感覚がまったく違う。ひと舐めされただけでも痺れるような快感が全身を駆け巡る。

　息遣いが荒くなり大きく上下するアンジュリーナの胸をエヴァンは片手で揉み込みながらそのいただきを指で弄んだ。

　下半身に添えてあった手指がようやく淫唇を割る。裂け目の中に沈み込み、花芯を嬲る。そこへの刺激を待ち望んでいたアンジュリーナは二、三度、指が花核を往復するだけでたまらなくなって、「ひあぁあっ！」と絶叫して全身を大きく脈打たせた。

　エヴァンは驚いたように目を見開く。

「もう達してしまったのか」

　ちゅうっと大きな水音を立てて胸飾りを吸い立てたあと、舌で肌を舐め伝って足の付け根まで下りていく。

　あまりにも早い絶頂に恥じ入っていると、カーペットの上に膝をついたエヴァンが太ももを掴んで左右に開かせるものだから、ますます羞恥心を煽られる。

「あぁ、アンジュリーナ。外まで溢れてきている」

「い、言わないでください……！」

　蜜壷の中には一切、手だしされていないというのに愛液が滴り落ちているのが恥ずかしい。

「――っ、エヴァン様のせいです」

　苦し紛れに言うと、エヴァンは微笑して「そうだな」と返した。

「責任を取って舐め取ろう」

「えっ……!?」

　待って、と言う時間はなかった。エヴァンは宣言するのとほぼ同時に秘唇に舌をあてがい、蜜の溢れ口から花核の上端まであますところなく舐めた。

「ひぁっ、あぁぁ！」

　アンジュリーナは肢体を弾ませて悶える。揺れる乳房の頂点をふたつとも指でつまみ上げられれば、身も心も快感一色になる。

　舌先が狭道の浅いところを抉り、そうかと思えば淫核を蛇行する。それを繰り返されると、いやがうえにも蜜が溢れて太ももを濡らす。

　エヴァンは蜜の存在を指でも確かめる。アンジュリーナの内側に中指を潜り込ませ、くちゅくちゅと音を立てた。

「とろとろだ……」

　感心したように言われ、羞恥心が爆ぜそうになる。

　やんわりと腰を掴まれ、うしろを向かされる。エヴァンがナイトガウンの腰紐を緩め、下穿きを寛げているのがわかった。

　アンジュリーナはソファの背にもたれかかり、彼が入ってくるのを待つ。愛液で湿った空虚なそこは、エヴァンの猛りを欲していた。だから、尻を突きだすようないやらしい体勢で待っていられるのだ。

「ンンッ……！」

　硬く太い熱情の先端が体内に沈み込む。よく潤っていたからか、硬直はあっという間に最奥まで達した。

「ん――熱い」

　エヴァンはアンジュリーナの双乳をうしろから腕をまわして掴み、ぴたりと嵌まり込んでいる肉棒をゆっくりと前後に揺すった。

　最奥を、わざとらしいまでに緩慢に突かれると、「もっと激しくして」と口から出てしまいそうになるが、エヴァンはその緩やかな律動を愉しんでいるようだった。

「窮屈で、気持ちいい」

　耳のすぐそばで率直な感想を述べられ、瞬く間に全身が熱くなる。

「あ……よけいに締まった」

「――っ！」

　彼は何気なく呟いているのだろうが、こちらとしてはたまったものではない。羞恥心に火がついて、手足の先まで熱がこもる。

（それにしても――）

　いつまでこのまま、ゆったりとした動きでいるつもりなのだろう。これはこれで気持ちがいいのには違いないが、物足りない。

　アンジュリーナは身をくねらせてエヴァンを見つめた。

「うん？」

　視線で訴えかけても、彼はとぼけるばかりでこちらの意図を汲んでくれない。きっとわざとだ。

「も、もっと……エヴァン様……ッ」

　顔を伏せることで羞恥心を押し殺して発言した。胸を揉みまわしていたエヴァンの両手が一瞬だけ止まる。

「もっと激しく突きまわされたい？」

　甘さを帯びた掠れ声を耳に吹き込まれる。アンジュリーナは小さく頷くことしかできない。

「アンジュリーナはねだり上手になった」

　笑いながらそう言って、エヴァンが腰を打ち付けてくる。

（そうさせたのはエヴァン様だわ）

　しかし心の内を吐露できない。

「あっ、あっ……！」

　急に激しくなった抽送のせいで、喘ぎ声以外は発することができないのだ。

　陰茎はアンジュリーナの肉襞をまんべんなく突きまわして蹂躙する。

「はぅっ、うっ……だめ、あぁっ……んん、んぅ――！」

　熱い飛沫が肉壷を満たしていく。全身がドクドクと脈づいて、彼の情熱を搾り取る。

「まだ、足りないな……」

　脈動が収まらないうちにソファの座面に押し倒される。横向きに寝転がるなり片足を開かされ、その中央に熱塊が潜り込んでくる。

　愛液と精液がないまぜになった膣内を肉茎がぞんざいにかきまわす。ぐちゅぐちゅっ、ぬちゅっという水音が耳について、いたたまれなくなる。

　先ほどとは打って変わって、今度は最初から激情を伴っていた。大きく重いソファがガタガタと揺れるほど激しく一物を出し入れされる。

　快楽の極みが訪れるころには、互いにすっかり息が上がっていた。

「まだ――」

　ああ、これはまずい。

「エヴァン様、どうか」

　これくらいで勘弁してほしい、とは言えなかった。唇を塞がれ、言葉を封じられる。

「愛しいアンジュリーナ。夜は長い」

　不敵に笑うエヴァンに、アンジュリーナは眉を下げて「どうかお手柔らかに」と言うのが精いっぱいだった。
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